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一

『
厳
嶋
御
縁
記
』（
架
蔵
Ｃ
本
）
の
本
文
に
つ
い
て

　
　

 

― 

厳
島
神
社
蔵
本
と
同
系
統
の
一
伝
本
と
し
て 

―

妹　

尾　

好　

信

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】　

厳
島
縁
起
、
中
世
物
語
、
本
地
物
御
伽
草
子

は
じ
め
に

　

筆
者
は
こ
こ
数
年
来
、
厳
島
神
社
の
由
緒
由
来
を
語
る
本
地
物
の
中
世
物
語

『
厳
島
縁
起
』
の
伝
本
を
発
掘
し
、
学
界
に
紹
介
す
る
仕
事
を
継
続
的
に
行
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、「
広
島
大
学 

世
界
遺
産
・
厳
島
―
内
海
の
歴
史
と
文
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
セ
ン
タ
ー
」
の
研
究
成
果
報
告
書
で
あ
る
『
厳
島
研
究
』
誌

上
に
お
い
て
、
毎
回
一
伝
本
を
取
り
上
げ
て
全
文
を
翻
刻
し
解
題
を
付
す
と
い

う
形
で
成
果
を
報
告
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
広
島
大
学
図
書
館
蔵
『
厳
島
の

由
来
』（
第
三
種
本
の
一
伝
本
）、
岩
国
市
中
央
図
書
館
蔵
『
厳
嶋
大
明
神
御
縁

記
』（
第
一
種
本
と
第
二
種
本
の
中
間
的
な
性
質
の
本
）、
安
永
三
年
写
『
厳
嶋

大
明
神
御
縁
記
』（
架
蔵
Ａ
本
、
第
三
種
本
）、
明
和
九
年
写
『
厳
嶋
大
明
神
前

今
記
』（
架
蔵
Ｂ
本
、
第
三
種
本
）
を
新
た
に
『
厳
島
縁
起
』
の
現
存
伝
本
と

し
て
本
文
と
と
も
に
世
に
知
ら
し
む
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
り
わ
け
、
流
布
本

系
統
第
三
種
に
属
す
る
本
を
三
点
追
加
で
き
た
こ
と
は
Ｃ
系
統
本
の
流
布
状
況

を
研
究
す
る
上
で
貴
重
な
知
見
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　

そ
し
て
、
今
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
厳
島
研
究
』
第
十
二
号
で
は
、
最
近

入
手
し
た
『
厳
嶋
御
縁
記
』
と
題
す
る
伝
本
を
「
架
蔵
Ｃ
本
」
と
し
て
全
文
の

翻
刻
を
掲
載
し
た
。
た
だ
、
紙
数
の
制
約
な
ど
か
ら
、
解
題
を
付
す
こ
と
が
で

き
ず
、
凡
例
の
末
尾
に
、

○
本
書
は
、
通
行
の
『
厳
島
縁
起
』
と
は
本
文
が
か
な
り
異
な
る
個
性
的

な
本
で
あ
る
。
話
の
筋
自
体
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
細
部
に
は
相
当
な

違
い
が
あ
る
。
文
章
の
調
子
も
近
世
的
な
感
じ
が
あ
る
。
最
後
が
推
古
天

皇
の
宣
旨
で
終
わ
る
と
こ
ろ
も
特
徴
的
で
あ
る
。
本
書
の
本
文
上
の
特
色

に
関
し
て
は
、
改
め
て
別
稿
で
詳
し
く
論
述
す
る
予
定
で
あ
る
。

と
記
し
て
、
本
伝
本
が
流
布
本
系
統
に
属
す
る
本
で
は
な
い
こ
と
を
断
っ
た
上

で
、
解
説
は
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
架

蔵
Ｃ
本
の
特
色
に
つ
い
て
、
や
や
詳
し
く
論
じ
て
み
た
い
と
思
う
。
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二

一　
『
厳
島
縁
起
』
諸
伝
本
と
そ
の
分
類

　
『
厳
島
縁
起
』
は
、
現
時
点
で
お
よ
そ
五
十
点
の
写
本
と
一
点
の
版
本
の
存

在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
諸
伝
本
は
、
本
文
の
性
質
上
大
き
く
二
系
統
に

分
け
ら
れ
、
そ
の
う
ち
の
一
系
統
は
現
存
最
古
の
伝
本
で
あ
る
梅
沢
記
念
館
蔵

貞
和
二
年
写
の
残
欠
絵
巻
（
貞
和
本
）
と
唯
一
の
刊
本
で
あ
る
明
暦
二
年
婦
屋

仁
兵
衛
刊
の
絵
入
り
版
本
（
明
暦
版
本
）
の
二
本
だ
け
で
、
後
は
同
一
系
統
に

属
す
る
写
本
ば
か
り
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。

　

松
本
隆
信
氏（
１
）は

、
前
者
を
Ａ
系
統
、
後
者
を
Ｂ
系
統
と
さ
れ
、
Ａ
系
統
は
貞

和
本
を
Ａ
Ⅰ
、
明
暦
版
本
を
Ａ
Ⅱ
と
称
し
、
Ｂ
系
統
に
関
し
て
は
、
赤
木
文
庫

蔵
本
と
刈
谷
市
立
図
書
館
蔵
本
を
Ｂ
Ⅰ
、
天
理
図
書
館
蔵
蔵
元
和
八
年
写
本
・

続
群
書
類
従
所
収
本
・
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本
・
国
会
図
書
館
蔵
明
暦
三
年
写

本
の
四
本
を
Ｂ
Ⅱ
、
白
峰
寺
蔵
絵
巻
を
Ｂ
Ⅲ
と
三
つ
に
下
位
分
類
さ
れ
た
。

　

一
方
、
別
に
諸
本
調
査
を
さ
れ
た
中
世
説
話
・
絵
巻
ゼ
ミ
ナ
ー
ル（
２
）は

、
Ａ
・

Ｂ
両
系
統
と
は
異
な
る
独
自
の
本
文
を
有
す
る
厳
島
神
社
蔵
本
を
紹
介
さ
れ
、

新
た
に
一
系
統
を
立
て
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
、

　

甲
類
（
乙
・
丙
以
外
の
諸
本
）

　

乙
類
（
貞
和
絵
巻
・
刊
本
）

　

丙
類
（
厳
島
神
社
本
）

の
三
分
類
を
提
唱
さ
れ
た
。
ま
た
、
厳
島
神
社
本
の
他
に
、
宮
島
町
立
民
俗
資

料
館
所
蔵
の
木
下
家
寄
託
本
も
丙
類
に
属
す
る
こ
と
を
追
加
さ
れ
て
、
三
類

一
七
本
に
つ
い
て
詳
細
な
系
統
分
類
を
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
白
石
一
美
氏（
３
）に
よ
っ
て
、「
貞
和
・
元
和
両
系
混
淆
本
」
か
と
推

測
さ
れ
る
広
島
大
学
附
属
図
書
館
旧
教
育
学
部
東
雲
分
館
所
蔵『
宮
嶋
由
来
記
』

が
紹
介
さ
れ
、
さ
ら
に
一
系
統
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
受
け
て
、
松
本
隆
信
氏
編
「
訂増 

室
町
時
代
物
語
類
現

存
本
簡
明
目
録（
４
）」
の
「
厳
島
の
本
地
」
の
項
に
は
、
次
の
よ
う
な
Ａ
〜
Ｄ
四
系

統
に
分
け
る
系
統
分
類
が
な
さ
れ
た
。

　
　

Ａ（
一
）細
見
実
・
貞
和
２
年
絵
巻
零
本　

大
一
軸

　
　
　
　
　

梅
沢
記
念
館
・
貞
和
２
年
絵
巻
零
本　

大
一
軸

　
　
　
（
二
）明
暦
２
年
婦
屋
仁
兵
衛
刊
絵
入
大
本
三
巻
（
国
会
）

　
　

Ｂ（
一
）広
大
図
教
育
学
部
分
館
・
安
政
３
年
写
本
の
明
治
31
年
転
写
本

　
　
　
　
　
（
内
題
「
宮
嶋
由
来
記
」）
大
一
冊
〉

　
　

Ｃ（
一
）慶
応
・〔
室
町
末
〕
写
本　

大
一
冊

　
　
　
（
二
）赤
木
・〔
江
戸
初
〕
写
本　

大
一
冊

　
　
　
　
　

刈
谷
・
奈
良
絵
本
上
欠
（
題
簽
「
唐
土
物
語
」）
横
二
冊

　
　
　
（
三
）広
大
国
文
・
写
本
上
欠　

大
一
軸

　
　
　
（
四
）（
イ
）天
理
・
元
和
八
年
写
本　

大
一
冊

　
　
　
　
　
（
ロ
）《
続
類
従
神
祇
》

　
　
　
　
　
（
ハ
）慶
応
・
写
本　

大
一
冊

　
　
　
　
　
　
　

国
会
・
明
暦
３
年
写
本　

特
大
一
冊

　
　
　
　
　
（
ニ
）多
和
・
写
本　

大
一
冊

　
　
　
　
　
（
ホ
）松
本
隆
信
・
写
本　

大
一
冊

　
　
　
（
五
）白
峰
寺
・〔
江
戸
初
〕
絵
巻　

大
三
軸
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三

　
　

Ｄ
厳
島
神
社
・
写
本　

一
冊

　
　

※
防
州
河
村
家
・〔
文
化
年
間
〕
写
本　

一
冊

　

こ
の
よ
う
に
松
本
氏
は
、
流
布
本
的
位
置
に
あ
る
Ｃ
系
統
本
を
五
類
に
下
位

分
類
し
、
そ
の
う
ち
第
四
類
を（
イ
）〜（
ホ
）に
細
分
類
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し

て
山
手
賢
太
郎
氏（
５
）は

、
同
系
統
諸
本
の
本
文
を
精
査
さ
れ
た
結
果
、
薗
部
幹
生

氏
の
二
分
類
説
を
修
正
す
る
形
で
、
次
の
よ
う
な
三
種
に
分
類
す
べ
き
こ
と
を

提
唱
さ
れ
た
。

　

○
第
一
種
本

　
　

白
峰
寺
本
（
白
峰
寺
蔵
江
戸
初
期
絵
巻
）

　
　

刈
谷
本
（
刈
谷
図
書
館
蔵
奈
良
絵
本
）

　
　

資
料
館
絵
巻
（
宮
島
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
絵
巻
）

　
　

広
大
巻
子
本
（
広
島
大
学
蔵
巻
子
本
）

　
　

続
類
従
本
（『
続
群
書
類
従
』
第
七
十
三
神
祇
部
所
収
本
）

　

○
第
二
種
本

　
　

慶
大
室
町
本
（
慶
応
大
学
図
書
館
蔵
古
写
本
）

　
　

慶
大
江
戸
本
（
慶
応
大
学
図
書
館
蔵
江
戸
期
写
本
）

　
　

国
会
本
（
国
会
図
書
館
蔵
明
暦
三
年
写
本
）

　
　

稲
賀
本
（
稲
賀
敬
二
氏
蔵
写
本
）

　
　

旅
葵
本
（
旅
葵
文
庫
蔵
写
本
）

　
　

安
永
本
（
石
川
透
氏
蔵
安
永
二
年
写
本
）

　
　

多
和
本
（
多
和
文
庫
蔵
写
本
）

　
　

石
川
本
（
石
川
透
氏
蔵
写
本
）

　
　

神
社
本
朱
注
（
厳
島
神
社
蔵
写
本
の
本
文
朱
注
か
ら
の
復
元
本
文
）

　

○
第
三
種
本

　
　

天
理
本
（
天
理
図
書
館
蔵
元
和
八
年
写
本
）

　
　

松
本
本
（
松
本
隆
信
氏
旧
蔵
写
本
）

　
　

徳
江
本
（
徳
江
元
正
氏
蔵
写
本
）

　

分
類
の
基
準
と
な
る
十
八
箇
所
の
本
文
異
同
を
丹
念
に
比
較
検
討
し
て
一
覧

表
に
示
し
た
山
手
氏
の
分
類
は
明
解
で
、
Ｃ
系
統
本
が
大
き
く
三
種
に
分
類
で

き
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
細
か
く
検
討
す
れ
ば
、
松

本
氏
の
よ
う
な
細
分
類
も
可
能
か
と
は
思
う
が
、
概
ね
流
布
本
系
統
は
三
種
に

分
か
れ
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
新
た
な
伝
本
を
位
置
付
け
る
場
合
は
、
ま

ず
Ａ
〜
Ｄ
の
い
ず
れ
に
属
す
る
か
を
判
断
し
、
流
布
本
的
位
置
に
あ
る
Ｃ
系
統

本
で
あ
る
場
合
は
、
第
一
種
本
・
第
二
種
本
・
第
三
種
本
の
い
ず
れ
に
近
い
本

文
で
あ
る
か
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
と
思
う
。

二　
『
厳
嶋
御
縁
記
』（
架
蔵
Ｃ
本
）
の
内
容

　

さ
て
、
架
蔵
Ｃ
本
の
本
文
で
あ
る
が
、
先
述
の
通
り
、
流
布
本
系
統
の
本
文

と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
物
語
の
展
開
に
即
し
て
詳
し
く
そ
の
内

容
を
検
討
し
て
い
く
。

　

本
書
の
冒
頭
は
、

抑
そ
も
〳
〵

厳い
つ
く
し
ま嶋
大
明
神
と
申
奉
た
て
ま
つ
る

は
、
人
皇
三
十
四
代
す
い
こ
天て
ん

皇の
う

の
御
宇
、

端ず
い
し
や
う正

五
年
き
の
へ
申
の
九
月
、
日
本
へ
せ
ん
と
ま
し
ま
す（
６
）。（

１
オ
）

と
始
ま
る
。「
九
月
」
の
部
分
が
、『
続
群
書
類
従
』
本
（
以
下
、
類
従
本
と 
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四

称
す
）
な
ど
通
行
本
の
多
く
は
「
十
二
月
十
三
日
」
と
あ
る
。

　

物
語
は
、
天
竺
東
城
国
の
帝
王
東
善
大
王
に
は
千
人
の
后
が
い
た
が
、
い
ま

だ
後
継
者
と
な
る
べ
き
子
が
な
い
こ
と
が
悩
み
の
種
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か

ら
始
ま
る
。

ひ
と
へ
に
神
明
佛
た
の
か
ご
を
か
う
む
ら
ん
と
思
召
、
諸
神
し
よ
佛
へ
御

き
せ
い
あ
り
。
然
る
に
、
千
人
の
内
、
雲
の
う
て
な
と
い
へ
る
后
御
く
わ

い
た
ゐ
な
し
玉
ふ
。
月
日
か
さ
な
り
、
た
や
す
く
御
安
さ
ん
、
王
子
御
誕た
ん

生せ
う

あ
そ
ば
し
け
る
。
王
子
の
御
名
雲
井
の
王
と
申
け
り
。（
２
オ
）

と
あ
っ
て
、
本
書
で
は
、
善
才
王
（
本
書
で
は
一
貫
し
て
「
善
才
王
」
と
表
記

す
る
）
の
母
の
実
名
を
「
雲
の
う
て
な
」
と
明
記
し
、
善
才
王
の
幼
名
を
「
雲

井
の
王
」
と
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
異
で
あ
る
。
類
従
本
で
は
、

佛
神
に
い
の
り
給
ひ
け
る
に
。一
人
の
き
さ
き
御
く
は
ひ
人
な
ら
せ
給
ふ
。 

日
数
つ
も
り
て
御
た
ん
じ
や
う
有
。
王
子
に
て
お
は
し
ま
す（
７
）。（

552
頁
上
）

と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

　

次
に
、善
才
王
は
、類
従
本
で
は
、「
す
で
に
七
才
に
て
御
く
ら
ひ
に
付
給
ふ
」

（
552
頁
上
）
と
あ
る
が
、
本
書
に
は
「
す
て
に
七
ツ
の
御
と
し
か
む
り
を
ち
や
く

し
玉た
も

ふ
」（
２
オ
）
と
あ
っ
て
、
七
歳
で
元
服
し
た
こ
と
を
言
う
。
２
行
後
に
、

「
十
五
歳さ
い

に
て
御
在さ
い
い位

ま
し
ま
す
」（
２
ウ
）
と
あ
っ
て
、
即
位
は
十
五
歳
の
時

と
す
る
。
こ
の
時
、「
雲
井
の
王
」か
ら「
善
才
王
」へ
と
名
を
変
え
た
と
い
う
。

類
従
本
で
は
七
歳
の
即
位
時
に
「
ぜ
ん
ざ
い
王
」
の
名
を
得
て
い
る
。

　

本
書
で
は
善
才
王
に
百
人
の
后
を
備
え
ら
れ
た
の
は
十
五
歳
の
即
位
時
で
、

こ
の
後
、
王
家
相
伝
の
三
本
の
扇
を
見
る
こ
と
に
な
る
。
本
書
の
本
文
は
、

然
る
に
此
た
い
り
に
十
二
代
つ
た
は
る
御
宝た
か
ら

も
の
に
あ
ふ
き
三
本
あ
り
。

壱
本
は
せ
か
い
の
ゑ
す
を
う
つ
し
、
い
な
が
ら
大
せ
ん
せ
か
い
を
め
の
ま

へ
に
み
る
如
し
。
い
つ
ほ
ん
金
て
い
ほ
つ
け
經き
や
う

を
う
つ
し
、
一
本
は
天
下

無ふ
そ
う双
の
ひ
し
よ
を
書
な
り
。（
２
ウ
）

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
扇
は
十
二
代
伝
わ
る
宝
物
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、「
世

界
の
絵
図
」「
金
泥
法
華
経
」「
天
下
無
双
の
美
女
」が
描
か
れ
て
い
た
と
い
う
。

こ
こ
が
、
類
従
本
に
は
、

ま
た
此（
宮
カ
）
君
に
八
十
代
つ
た
は
り
た
る
御
た
か
ら
あ
り
。
一
ツ
に
は
あ
ふ
ぎ

な
り
。
四
十
二
の
ほ
ね
に
く
じ
ら
の
ひ
げ
を
み
が
き
て
ほ
ね
と
し
。
し
ろ

が
ね
を
の
べ
て
地
紙
に
し
た
る
あ
ふ
ぎ
。
三
ツ
の
絵
社
か
き
た
り
け
り
。

一
ツ
に
は
。
い
な
が
ら
さ
ん
ぜ
ん
大
せ
ん
世
か
ひ
を
ま
な
こ
の
ま
へ
に
つ

く
し
。
一
ツ
に
は
。
て
ん
か
大
一
の
み
め
よ
き
女
ば
う
を
か
き
つ
く
し
た

る
。（
552
頁
上
）

と
あ
る
。
扇
に
は
三
つ
の
絵
が
あ
る
と
言
い
な
が
ら
二
つ
し
か
記
さ
な
い
な
ど

本
文
に
乱
れ
が
あ
る
。
白
峰
寺
本
で
は
、「
八
十
二
代
つ
た
は
り
た
る
、
御
た

か
ら
に
、
あ
ふ
ぎ
三
本
あ
り
」「
一
ほ
ん
に
は
、
水
の
ゑ
を
、
か
ゝ
れ
た
り
、

一
ほ
ん
に
は
、
ゐ
な
が
ら
、
三
千
大
せ
ん
せ
か
い
を
、
ま
の
こ
の
ま
へ
に
つ
く

し
、
一
ほ
ん
に
は
、
て
ん
か
第
一
の
み
め
よ
き
女
は
う
を
、
か
き
う
つ
さ
れ
た

り（
８
）」

と
あ
り
、
三
本
の
扇
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
水
の
絵
」「
世
界
の
絵
図
」「
天
下

第
一
の
美
女
」
が
書
か
れ
て
い
た
と
い
う
。「
水
の
絵
」
な
ど
で
は
な
く
、「
金

泥
の
法
華
経
」
で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
本
書
の
仏
教
を
重
視
す
る
姿
勢
が
表
れ
て

い
る
よ
う
に
思
え
る
。
な
お
、
山
手
氏
に
よ
れ
ば
、
扇
の
材
質
な
ど
の
造
作
を
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記
さ
な
い
の
は
、
流
布
本
系
統
で
は
第
二
種
本
の
特
色
と
さ
れ
る
。

　

扇
の
絵
の
美
女
を
見
た
善
才
王
は
た
ち
ま
ち
恋
の
病
に
か
か
り
、
臣
下
た
ち

を
心
配
さ
せ
る
。
本
書
の
本
文
で
は
、

公く
つ
き
や
う卿
・
天
上
人
あ
つ
ま
り
、
く
わ（
マ
マ
）け
ん
を
初
様
〳
〵
慰い
さ
め

め
奉
り
、
く
わ
ん

け
ん
も
過
け
れ
は
色
〳
〵
御
口く
ち
す
さ
み号

、
臣
下
・
大
臣
此
説
お
も
む
き

を
大
王
へ
ち
く

一
ニ
ゑ
ひ
聞
に
達
し
、「
若
君
の
御
悩の
ふ

は
正
し
く
恋こ
い

煩
わ
す
ら
ひ

ひ
と
相
見
へ
、
御

宝
物
の
扇
子
の
美
女
の
ゑ
す
か
た
を
御
覧
し
て
御
能
（
マ
マ
）と
な
り
し
」
と
申
上

け
れ
は
、（
３
オ
）

と
あ
っ
て
、
臣
下
た
ち
が
管
絃
を
催
し
て
善
才
王
を
慰
め
た
と
こ
ろ
、
王
は
い

ろ
い
ろ
口
ず
さ
ん
だ
の
で
、
恋
の
病
と
確
信
し
た
、
そ
れ
も
扇
の
絵
の
美
女
を

見
て
恋
い
焦
が
れ
て
い
る
の
だ
と
察
し
て
父
大
王
に
注
進
す
る
の
だ
が
、
ど
う

い
う
口
ず
さ
み
で
あ
っ
た
の
か
判
然
と
し
な
い
。
類
従
本
で
は
、
臣
下
が
大
王

に
「
こ
よ
ひ
く
は
ん
が
く
あ
り
つ
る
に
。
山
ほ
と
と
ぎ
す
雲
井
は
る
か
に
二
声

三
声
音
づ
れ
て
候
へ
け
れ
ば
。
御
く
ち
ず
さ
み
あ
り
け
る
を
。
ま
さ
し
く
こ
ひ

の
御
や
ま
ひ
と
お
ぼ
へ
候
」（
552
頁
下
〜
553
頁
上
）
と
言
っ
て
い
て
、
や
や
わ

か
り
や
す
い
。
恋
の
病
の
対
象
は
、
臣
下
が
そ
の
後
善
才
王
か
ら
直
接
聞
き
出

し
て
い
る
。
本
書
で
は
は
し
ょ
り
過
ぎ
た
記
述
に
な
っ
て
い
る
。
臣
下
の
質
問

が
な
い
の
も
、
流
布
本
系
第
二
種
本
の
特
色
と
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
扇
絵
の
美
女
に
関
し
て
、「
毘
沙
門
天
の
妹
」
と
あ
る
べ
き
と

こ
ろ
を
、
本
書
は
「
美ひ
ら
う
も
ん

老
門
御
妹
い
も
お
と

吉き
ち
し
や
う祥
天
女
と
い
ふ
美
女
」（
３
ウ
）
と
記
し

て
い
る
。

　

扇
と
並
ぶ
宝
物
で
あ
る
五
烏
に
つ
い
て
、
本
書
は
「
此
帝み
か
ど

に
二
十
一
代
傳
は

る
五こ

か
ら
す烏

と
い
ふ
御
宝ほ
う

物
あ
り
」（
４
オ
）
と
す
る
。
類
従
本
は
「
ま
た
十
二
代

つ
た
は
り
た
る
御
た
か
ら
有
」（
553
頁
下
）、
白
峰
寺
本
は
「
又
、
み
か
と
に
、

八
十
二
代
つ
た
は
り
た
る
、た
か
ら
有
」（
455
頁
）
と
あ
り
、諸
本
一
定
し
な
い
。

　

本
書
で
は
、
五
烏
が
西
城
国
へ
の
使
い
を
承
諾
し
た
時
、

若
君
聞
し
召
て
よ
り
御
悩の
ふ

も
少す
こ

し
こ
ゝ
ろ
よ
く
、
時
し
も
卯う

月
初
は
し
め
つ

か
た
、

時
鳥
雲く
も

井ゐ

は
る
か
に
音あ
を

つ
れ
け
れ
は
、
一
首し
ゆ

の
御
う
た
よ
み
給
ふ
。

《
五
月
や
音お
と

信つ
れ

て
來
る
時ほ
と
ゝ
き
す鳥
こ
ひ
す
る
ま
ろ
に
聲
な
聞
せ
ん
》
と
詠ゑ
い

し
給

ふ
。（
４
ウ
）

と
、
善
才
王
が
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
を
聞
い
て
詠
歌
す
る
。
こ
の
歌
は
、
類
従
本

で
は
、
五
烏
が
使
い
を
躊
躇
し
た
の
を
嘆
い
て
詠
ん
だ
歌
に
な
っ
て
お
り
、
白

峰
寺
本
で
は
こ
の
場
面
に
な
く
、
先
述
の
管
絃
の
後
に
口
ず
さ
ん
だ
歌
に
な
っ

て
い
る
。
諸
本
揺
れ
が
あ
る
場
面
で
あ
る
。

　

善
才
王
の
手
紙
を
携
え
て
西
城
国
へ
旅
立
っ
た
五
烏
が
海
上
で
羽
を
休
め
た

の
は
、
海
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
た
竜
の
背
の
上
で
あ
っ
た
。

龍り
う

神
か
ん
應わ
ふ

ま
し
ま
し
て
、
年
經
龍
神
う
か
ひ
出
、
一
ツ
の
嶋し
ま

と
な
り
、

五
烏
は
是
に
暫
し
は
ら
く

ら
く
羽
を
休
め
息い
き

を
や
す
め
、
龍り
ゆ
う

の
背せ

の
こ
け
を
ね
ぶ

り
食し
よ
く

と
し
て
、
汐う
し

を
の
ん
て
の
ん
と
を
う
る
ほ
し
、
立
あ
か
り
飛
行
程
に
、

八
十
五
日
を
經
て
西
条
国
の
玉た
ま

宮み
や

へ
着
に
け
り
。（
６
オ
）

と
あ
る
。
山
手
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
が
竜
に
な
っ
て
い
る
の
は
流
布
本
系
第
二

種
本
の
特
色
で
、
他
本
は
齢
を
経
た
亀
に
な
っ
て
い
る
。

　

西
城
国
の
王
宮
に
つ
い
た
五
烏
は
足
引
の
宮
が
住
む
御
殿
の
桜
の
木
に
留

ま
っ
て
休
息
す
る
。
そ
こ
で
「
浪
の
花
」
と
い
う
女
房
に
見
つ
け
ら
れ
て
足
引
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の
宮
に
手
紙
を
渡
す
機
会
を
得
る
。
こ
の
女
房
名
は
、通
常
「
な
み
か
つ
」（
類

従
本
）・「
な
み
か
ず
」（
白
峰
寺
本
）
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
。
足
引
の
宮
の

返
歌
を
得
た
五
烏
は
、「
九
十
日
」
で
東
城
国
ヘ
戻
る
。
こ
こ
は
、
類
従
本
で

は
「
百
七
十
日
」、
白
峰
寺
本
で
は
「
百
七
十
九
日
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

通
常
本
に
お
い
て
足
引
の
宮
の
返
歌
を
得
て
ま
す
ま
す
恋
心
が
募
っ
た
善
才

王
が
見
る
氏
神
の
夢
告
は
、
本
書
に
は
な
い
。
千
人
の
大
工
に
よ
り
御
座
船
を

作
る
提
案
を
し
た
の
は
、
臣
下
・
大
臣
の
評
定
の
結
果
と
す
る
。
山
手
氏
の
説

で
は
、氏
神
の
夢
告
の
記
事
が
な
い
の
も
流
布
本
系
第
二
種
本
の
特
色
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、新
造
し
た
千
艘
の
船
、千
輌
の
車
の
中
か
ら
、「
か
ろ
き
車
一
り
ん
。

か
ろ
き
船
一
さ
う
ゑ
ら
み
出
し
」（
類
従
本
・
556
頁
上
）、
船
に
は
公
卿
・
臣
下

を
乗
せ
、
車
に
は
善
才
王
が
乗
っ
て
西
城
国
に
向
か
う
の
だ
が
、
本
書
に
は
軽

い
車
・
軽
い
船
を
選
び
出
す
記
述
が
な
い
。
こ
れ
も
山
手
氏
に
よ
れ
ば
第
二
種

本
の
特
色
で
あ
る
。

　

途
中
、
海
が
荒
れ
て
難
渋
し
た
時
に
は
、
善
才
王
は
竜
神
に
祈
誓
す
る
。
本

書
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

せ
ん
か
た
な
く
思
召
、
海
の
お
も
へ
打
向
ひ
て
、「
い
か
に
龍り
う

神
聞
召
。

我
は
東と
ふ
し
や
う条
国
の
あ
る
し
な
り
。
少
の
望の
そ
み

あ
り
て
、
西
条
国
へ
渡わ
た
り

海
す
る
な

り
。
波
風
静し
す

め
玉
へ
」
と
御
祈き
せ
い誓

あ
り
。
法ほ

華け

經き
や
う

御
讀と
く

誦し
ゆ

、
弥み

陀た

の
名
号こ
う

数す

千せ
ん

篇べ
ん

唱と
な

へ
玉
へ
は
、
風
波
し
つ
め
て
御
舩
を
こ
き
出
す
、
一
ト
度
な
ら

す
。（
９
オ
）

　

こ
こ
で
、「
法ほ

華け

經き
や
う

御
讀と
く

誦し
ゆ

、
弥み

陀た

の
名
号こ
う

数す

千せ
ん

篇べ
ん

唱と
な

へ
玉
へ
は
」
と
あ
る

記
述
は
他
系
統
本
に
は
な
い
。
こ
こ
に
も
仏
教
重
視
、
と
り
わ
け
法
華
経
を
重

要
視
す
る
姿
勢
が
見
て
取
れ
よ
う
。

　

さ
て
、
善
才
王
が
西
城
国
に
着
い
た
頃
、
天
一
王
は
昼
寝
の
夢
に
若
い
貴
公

子
が
悄
然
と
し
て
宮
中
に
た
た
ず
む
姿
を
見
、
続
い
て
召
し
使
う
賤
女
が
神
が

か
り
し
て
、
善
才
王
到
着
の
由
を
告
げ
た
の
で
、
王
は
準
備
を
整
え
て
善
才
王

を
迎
え
入
れ
、
神
楽
や
管
絃
で
も
て
な
す
。
善
才
王
は
足
引
の
宮
に
逢
瀬
を
求

め
る
が
、
宮
は
神
仏
の
立
願
ゆ
え
三
年
は
無
理
と
答
え
る
。
し
か
し
、
父
王
の

勧
め
に
よ
り
二
人
は
契
り
を
交
わ
す
こ
と
に
な
る
。

　

通
常
本
で
は
三
年
（
白
峰
寺
本
三
年
、
類
従
本
三
年
三
月
）、
本
書
で
は
二

年
半
が
過
ぎ
た
頃
、
東
城
国
か
ら
供
奉
し
て
き
た
臣
下
た
ち
が
善
才
王
に
帰
国

を
促
す
。
善
才
王
は
足
引
の
宮
と
離
れ
が
た
い
の
で
帰
国
し
た
く
な
い
と
言

う
。
す
る
と
、
通
常
本
で
は
、
こ
こ
で
五
烏
が
善
才
王
に
謀
を
持
ち
か
け
る
。

類
従
本
の
本
文
を
引
く
。

五
か
ら
す
ま
い
り
て
申
や
う
。
い
か
に
や
我
が
君
。
十
膳（
善
）の

王
に
て
ま
し

ま
す
か
。
御
た
ば
か
り
あ
つ
て
姫
宮
を
す
か
し
ま
ひ
ら
せ
給
へ
か
し
と
申

け
れ
ば
。
そ
れ
は
い
か
に
と
ゝ
は
せ
給
へ
ば
。
君
く
わ
ん
ぎ
よ
あ
ら
ば
。

さ
だ
め
て
た
び
の
御
い
の
り
み
か
ぐ
ら
と
て
。
な
い
し
所
御
し
ん
ら
く
あ

る
べ
し
。
そ
の
ま
ぎ
れ
に
。
我
こ
の
国
へ
の
り
し
く
る
ま
の
た
く
み
お
も

し
ろ
き
よ
し
御
物
が
た
り
申
べ
し
。
そ
の
と
き
姫
み
や
の
御
手
に
て
を
と

り
く
み
て
車
に
め
し
た
ま
は
ば
。
く
ぎ
や
う
し
ん
か
も
船
に
し
の
び
出
て

の
り
玉
ふ
べ
し
。
五
か
ら
す
中
へ
ま
い
る
べ
し
と
申
せ
ば
。
そ
の
と（
儀
カ
）き
し

か
る
べ
し
と
て
。（
557
頁
上
〜
下
）
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送
別
の
神
楽
の
会
に
紛
れ
て
、
車
を
見
せ
る
か
ら
と
騙
し
て
足
引
の
宮
を
誘

い
出
し
、
そ
の
ま
ま
船
に
乗
せ
て
連
れ
帰
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
善
才
王
は

一
も
二
も
な
く
そ
の
企
み
に
乗
る
。
と
こ
ろ
が
本
書
で
は
、
大
き
く
異
な
る
。

両
国
の
臣
下
申
合
せ
天
一
天
王
の
御
感
嘆
を
う
か（
ゝ
カ
）ひ
申
上
け
れ
は
、
岩
木

に
あ
ら
さ
る
親
こ
ゝ
ろ
、「
な
ん
し
等
能
に
は
か
る
へ
し
」
と
な
り
。
姫

君
に
「
か
く
」
と
申
せ
は
、
今
更
あ
は
れ
み
の
父
上
の
か
な
し
み
、
母
を

ふ
り
捨す
て

、
は
る
か
の
国
ヘ
お
も
む
く
事
、
名
残
盡つ
き

せ
ぬ
御
涙な
み
だ

、
父
の
仰
と

す
ゝ
め
ら
れ
、
用
意
を
か
（
衍
カ
）こ
そ
は
な
か
（
さ
カ
）り
け
れ
。
御
嫁よ
め

入
の
仕
立
も
有
へ

け
れ
と
も
、
事
急
な
れ
は
あ
り
合
せ
何
の
か
の
と
て
賑に
き

は
し
き
御
仕
立
、

善
才
王
は
天
一
天
皇
と
御
母
后き
さ
き

へ
御
對
面
に
て
、
姫
君
は
御
父
母
、
其
外

御
兄
弟
中
へ
御
暇い
と
ま
こ
い乞
、
両
国
の
臣
下
・
大
臣
・
官か
ん
し
ょ
た
ち

女
達
そ
れ
〳
〵
に
御
暇

こ
ひ
相
す
み
、
御
乗
舩
有
。（
11
ウ
〜
12
オ
）

と
あ
っ
て
、
天
一
王
の
承
諾
を
得
て
、
急
な
こ
と
と
は
言
い
な
が
ら
も
嫁
入
り

の
準
備
が
整
え
ら
れ
、
善
才
王
は
足
引
の
宮
の
両
親
と
対
面
し
て
挨
拶
し
、
宮

も
両
親
や
臣
下
の
人
々
に
別
れ
の
挨
拶
を
す
ま
せ
て
船
に
乗
っ
て
い
る
。
極
め

て
円
満
に
事
が
運
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
、騙
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ

た
足
引
の
宮
の
悲
嘆
や
、
東
城
国
に
着
い
た
時
の
故
郷
の
父
母
を
思
っ
て
嘆
き

悲
し
む
様
子
は
本
書
に
は
描
か
れ
な
い
。

　

さ
て
、善
才
王
の
帰
国
を
待
ち
迎
え
た
父
東
善
王
は
、千
人
の
后
た
ち
に
日
々

五
十
人
ず
つ
足
引
の
宮
の
も
と
に
参
上
し
て
慰
め
る
よ
う
に
言
い
つ
け
る
。
こ

の
箇
所
、類
従
本
で
は「
千
人
の
き
さ
き
だ
ち
。
ひ
こ
と
か
ゞ
（
マ
マ
）

さ
ず
五
十
人
づ
ゝ

行
給
て
。
な
ぐ
さ
め
給
ふ
べ
し
と
あ
れ
ば
」（
558
頁
上
）
と
あ
っ
て
、
東
善
王

は
自
分
の
千
人
の
后
た
ち
に
命
じ
た
と
読
め
る
が
、
本
書
で
は
、

「
善
才
王
帰
国
の
用
意
、
千
人
の
后
を
は
備そ
な

へ
、
万
事
お
こ
た
ら
す
、

五
十
人
宛あ
て

姫
宮
の
も
と
へ
参
り
慰な
く
さ

め
申
せ
」
と
の
命め
い

を
蒙
こ
を
む
り

り
、
日
に 

〳
〵
留
ル
〳
〵
相
勤
け
り
。（
12
ウ
）

と
あ
っ
て
、
あ
た
か
も
帰
国
す
る
善
才
王
の
た
め
に
新
た
に
千
人
の
后
を
選
任

し
た
か
の
よ
う
な
記
述
に
な
っ
て
い
る
。后
た
ち
が
足
引
の
宮
の
美
貌
を
見
て
、

激
し
い
嫉
妬
と
恨
み
の
気
持
ち
を
起
こ
す
の
は
、
善
才
王
の
后
ゆ
え
だ
と
す
れ

ば
よ
り
納
得
が
い
く
が
、
後
の
記
事
か
ら
見
て
ど
う
や
ら
そ
う
で
は
な
い
よ
う

だ
。
や
や
曖
昧
な
書
き
方
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

后
た
ち
は
足
引
の
宮
を
亡
き
者
に
し
よ
う
と
た
く
ら
み
、
人
形
を
作
っ
て
呪

詛
す
る
が
効
き
目
が
な
い
と
い
う
展
開
は
、
本
書
も
通
常
本
と
同
じ
で
あ
る
。

た
だ
し
、
通
常
本
で
は
、
こ
こ
に
善
才
王
の
母
が
后
た
ち
の
呪
詛
を
諫
め
る
記

事
が
あ
る
。

そ
の
中
に
ぜ
ん
ざ
い
王
の
御
母
き
さ
き
の
た
ま
ひ
け
る
は
。
わ
れ
ら
が
み

め
の
わ
る
き
事
は
ぜ
ん
せ
の
つ
み
ふ
か
き
ゆ
へ
な
り
と
の
た
ま
ひ
け
れ
ど

も
。
よ
の
き
さ
き
だ
ち
だ
う
し
ん
に
す
ゝ
め
け
れ
ば
。
ち
か
ら
お
よ
ば
ず

し
て
ぞ
お
は
し
ま
す
。（
類
従
本
・
558
頁
下
）

　

後
述
す
る
よ
う
に
、
本
書
で
は
、
千
人
の
后
た
ち
の
中
に
あ
っ
て
善
才
王
の

母
は
、
殺
さ
れ
た
足
引
の
宮
の
首
を
貰
い
受
け
て
築
山
に
埋
め
て
供
養
し
、
王

子
の
求
め
に
応
じ
て
足
引
の
宮
の
首
を
掘
り
出
し
て
渡
し
た
り
し
て
い
る
。
こ

の
場
面
に
登
場
し
な
い
の
は
や
や
不
審
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
と
に
よ
る
と
、

こ
れ
は
千
人
の
后
を
善
才
王
帰
国
に
あ
た
っ
て
集
め
ら
れ
た
こ
と
に
設
定
し
よ
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八

う
と
し
た
た
め
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
方
が
、
足
引
の
宮
の
美
貌
に
嫉

妬
し
、
危
機
感
を
抱
く
必
然
性
が
大
き
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
あ
る
后
が
、
千
人
一
斉
に
仮
病
を
使
う
こ
と
を
提
案
す
る
。

本
書
の
記
事
を
引
く
。

あ
る
后
宣
ふ
は
、「
千
人
の
后
一
度
に
虚
痛
（
病
カ
）を
た
く
み
て
、
い
か
ゝ
有
へ

き
や
」
と
い
ふ
。「
此
儀
然し
か
る

へ
し
」
と
。
扨
は
か
せ
の
方
ヘ
使
を
立
、
后

達
た
く
み
か
よ
ふ
に
、
君
御
占
う
ら
な
い

か
た
の
御
沙
汰
あ
ら
は
、
足
引
宮
の
事

あ
し
き
や
う
に
取
計
頼
の
み
入
と
千
人
の
后
よ
り
小
袖
千
重
ね
、
金
千
両

は
か
せ
に
と
ら
せ
け
り
。（
13
ウ
〜
14
オ
）

　

こ
こ
で
后
た
ち
が
買
収
す
る
「
は
か
せ
」
に
関
し
て
、
類
従
本
は
、「
ま
か

だ
国
は
う
な
ひ
国
の
さ
か
へ
に
。
ゆ
く
す
へ
五
十
年
に
す
ぎ
し
事
を
か
ゞ
み
に

か
け
て
見
る
や
う
な
る
さ
う
人
」（
558
頁
下
〜
559
頁
上
）
と
説
明
し
て
い
る
。

白
峰
寺
本
も
同
様
で
あ
る
。
本
書
に
は
こ
の
博
士
が
す
ぐ
れ
た
予
知
能
力
の
持

ち
主
で
あ
っ
た
と
は
記
さ
ず
、「
朝
恩
を
戴い
た
ゝ

く
は
か
せ
も
、
后
達
の
頼た
の
み

に
よ
り

小
袖そ
て

と
金
に
ほ
た
さ
れ
、
占
や
う
さ
ん
〳
〵
に
申
け
れ
は
」（
15
オ
）
と
御
用

占
い
師
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
だ
け
で
あ
る
。

　

な
お
、
通
常
本
で
は
、
后
た
ち
が
こ
の
相
人
を
呼
ん
で
占
わ
せ
る
よ
う
東
善

王
に
申
し
入
れ
る
記
事
が
あ
る
が
、
本
書
に
は
な
い
。

　

博
士
は
、「
是
よ
り
北
に
当
り
て
北
条
国
の
馬は
れ
い
さ
ん

嶺
山
と
い
へ
る
山
」に
あ
る「
玉

草く
さ

と
い
へ
る
薬
草
」
を
善
才
王
が
自
身
で
採
っ
て
く
れ
ば
后
た
ち
の
病
は
快
癒

す
る
と
占
う
（
14
ウ
）。
こ
の
箇
所
、
類
従
本
に
、

御
く
す
り
は
是
よ
り
北
に
国
有
。
そ
の
国
の
名
を
ば
ぎ
ま
ん
国
と
ぞ
申
な

り
。
お
に
の
す
む
所
な
り
。
か
た
み
ち
六
年
に
行
所
な
り
。
か
の
国
に
山

あ
り
。
山
の
名
を
ば
ち
や
う
ざ
ん
と
申
。
此
山
に
あ
る
や
く
そ
う
と
申
草

こ
そ
薬
な
り
。（
559
頁
上
〜
下
）

と
あ
る
（
白
峰
寺
本
も
同
様
）
よ
う
に
、
通
常
本
は
「
き
ま
ん
国
（
鬼
満
国
）」

の
「
ち
や
う
ざ
ん
」
と
い
う
山
に
な
っ
て
い
る
。
本
書
に
は
作
中
の
地
名
に
独

自
異
文
が
目
立
つ
が
、
こ
こ
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
そ
の
山
は
類
従
本
の
ご
と
く
通
常
本
で
は
片
道
六
年
、
往
復

十
二
年
の
距
離
に
あ
る
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
書
で
は
、「
片か
た

道み
ち

三
年

往お
ふ

來ら
い

六
年
」（
15
ウ
）
と
な
っ
て
お
り
、
通
常
本
の
半
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
一

貫
し
て
い
て
、
そ
の
た
め
善
才
王
が
帰
国
し
て
王
子
と
ま
み
え
る
の
は
王
子
六

歳
の
時
と
な
っ
て
い
る
。
出
立
に
際
し
て
別
れ
を
惜
し
む
足
引
の
宮
の
詠
歌
に

も
「
待
と
て
も
か
ひ
は
あ
ら
し
な
六
ツ
と
せ
の
立
な
ん
後
や
君
を
み
る
へ
し
」

（
16
ウ
〜
17
オ
）
と
あ
っ
て
、
他
本
と
は
歌
句
が
異
な
っ
て
い
る
。

　

本
書
で
は
、
善
才
王
が
北
条
国
へ
向
け
て
旅
立
っ
た
後
、
東
善
王
が
千
人
の

后
た
ち
に
重
ね
て
足
引
の
宮
を
慰
め
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

御
父
大
王
か
さ
ね
て
后
た
ち
へ
仰
出
さ
る
ゝ
に
は
、「
此
度
足
引
の
宮
の

儀
、
父
母
に
わ
か
れ
古こ
き

郷よ
ふ

を
ふ
り
す
て
、
頼
み
し
善
才
王
他
国
へ
出
行
る

す
な
れ
は
、
淋
し
き
事
限
り
無
シ
。
慰な
く
さ

め
参
す
へ
し
」
と
仰
ら
れ
け
れ
は
、

后
達
は
君
の
御
留る

守す

に
姫
君
の
御
命
失
は
ん
と
工
し
事
な
れ
は
、
さ
の
み

か
し
つ
き
玉
ひ
不
申
。（
17
オ
〜
17
ウ
）

　

こ
う
い
う
記
述
は
通
常
本
に
は
な
く
、
本
書
で
は
東
善
王
は
心
優
し
い
が
状

況
を
察
知
で
き
な
い
や
や
愚
鈍
な
王
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
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善
才
王
留
守
中
の
足
引
の
宮
の
生
活
ぶ
り
に
つ
い
て
も
、
本
書
は
具
体
的
に

詳
し
く
記
す
。
こ
れ
も
通
常
本
に
は
な
い
。

扨
、
姫
君
は
御
身
持
か
た
く
御
留
守
を
守
ら
せ
玉
ひ
、
昼
は
哥
の
道
を
学ま
な

ひ
、
夜
は
法ほ

花け

經き
や
う

を
御
讀と
く

誦し
ゆ

、
女
人
成
佛
の
三
部ふ

經き
ふ

な
ら
び
に
光こ
う

明め
う

真し
ん

言こ
ん

・
弥み

陀た

の
名
号こ
う

夜
も
す
か
ら
怠お
こ
た

ら
せ
玉
は
ね
は
、
御
身
よ
り
光
明
か
ゝ

や
く
な
り
。
善
才
王
不
変
の
御
祈き
と
ふ祷

お
こ
た
ら
す
。（
17
ウ
〜
18
オ
）

　

こ
こ
で
も
夜
々
法
華
経
を
読
誦
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し

た
い
。

　

さ
て
、
千
人
の
后
た
ち
は
、
善
才
王
の
留
守
中
に
足
引
の
宮
を
追
い
落
と
す

た
め
、
更
な
る
策
略
を
弄
す
る
。「
あ
さ
か
と
い
へ
る
ま
す
ら
を
」（
18
オ
）
を

か
た
ら
っ
て
足
引
の
宮
の
御
殿
に
出
入
り
さ
せ
、
不
義
密
通
を
で
っ
ち
あ
げ
る

の
で
あ
る
。
通
常
本
で
は
「
あ
さ
か
や
ま
（
浅
香
山
）」
と
あ
る
が
、
本
書
で

は
「
あ
さ
か
」
と
あ
る
。
后
た
ち
は
東
善
王
に
「
有
事
無
事
へ（
弁
　
　
舌
）

ん
せ
つ
を
盡
し
、

口
〳
〵
に
讒
言
」（
19
オ
）
す
る
。
こ
こ
ま
で
は
通
常
本
と
変
わ
ら
な
い
が
、

通
常
本
で
は
、
東
善
王
は
后
た
ち
の
讒
言
を
信
じ
ず
、
と
り
あ
わ
な
い
の
で
、

六
人
の
武
士
た
ち
を
買
収
し
て
足
引
の
宮
を
拉
致
す
る
と
い
う
強
硬
手
段
に
出

る
。
し
か
し
、
本
書
で
は
、

君
聖せ
い

王
と
申
乍
、
讒ざ
ん

者し
や

の
舌し
た

の
長な
か

け
れ
は
、
誠ま
こ
と

に
思
召
た
る
こ
そ
情な
さ
け

な
け

れ
。
公
卿
・
臣
下
・
大
臣
、「
け
に
尤
」
と
い
ふ
も
有
、「
后
達
の
な
す
業わ
さ

な
ら
ん
」
と
評ひ
お

判は
ん

取
〳
〵
な
り
。
扨
、
武も
の

士ゝ
ふ

六
人
に
仰
付
ら
れ
、「
足
引

の
宮
罪つ
み

科と
か

に
よ
つ
て
是
よ
り
廿
日
路
行
て
唐か
ら

ひ
く
仙せ
ん

の
金こ
ん

剛こ
う

か
嶺き
し

尺
ま
く

の
岩い
は

屋
に
捨す
て

玉
へ
し
」
と
の
せ
ん
し
な
り
。（
19
オ
〜
19
ウ
）

と
あ
っ
て
、
東
善
王
は
后
た
ち
の
讒
言
を
聞
き
入
れ
て
し
ま
う
。
こ
こ
も
王
の

愚
鈍
さ
が
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
六
人
の
武
士
た
ち
に
足
引
の
宮
を

「
唐か
ら

ひ
く
仙せ
ん

の
金こ
ん

剛こ
う

か
嶺き
し

尺
ま
く
の
岩い
は

屋
」
に
連
れ
て
行
く
よ
う
命
じ
た
の
も

東
善
王
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
内
裏
か
ら
の
追
放
で
あ
り
、
流

罪
で
あ
っ
た
。
后
た
ち
は
こ
の
武
士
た
ち
を
買
収
し
て
足
引
の
宮
殺
害
を
命
じ

た
の
で
あ
る
。後
に
足
引
の
宮
殺
害
を
知
っ
た
東
善
王
が
、「
姫
宮
流る
さ
い罪

な
る
に
、

死し
さ
い罪
に
誰た
れ

か
な
し
た
る
そ
。急
度
沙さ

汰た

す
へ
し
」（
42
オ
）と
激
怒
す
る
の
も
も
っ

と
も
で
あ
る
。

　

武
士
た
ち
に
連
行
さ
れ
る
際
の
足
引
の
宮
の
様
子
を
、
本
書
は
、

十
二
壱
重
を
身
に
ま
と
ひ
、
紅
の
袴
の
裾
を
取
こ
ん
て
、
法
花
經
半
巻
計

讀
つ
く
し
、
御
手
に
持
御
姿す
か
た

、
打
あ
け
さ
せ
玉
ふ
御
よ
そ
ほ
ひ
、
十
五
夜

の
月
山
の
端
に
出
さ
せ
玉
ふ
如
く
な
り
。（
20
ウ
）

と
記
す
。
こ
こ
で
も
足
引
の
宮
は
法
華
経
を
読
ん
で
い
る
。
類
従
本
に
も
、

こ
ん
で
い
の
ほ
け
き
や
う
ば（
半
カ
）ん

ぐ
は
ん
ば
か
り
あ
そ
ば
し
。
御
手
に
持
出

さ
せ
給
ふ
御
す
が
た
。
十
五
夜
の
月
山
の
は
を
出
さ
せ
給
ふ
こ
と
く
な

り
。（
561
頁
下
）

と
あ
っ
て
、
流
布
本
系
に
も
同
様
の
記
述
が
見
え
る
が
、
白
峰
寺
本
に
は
法
華

経
へ
の
言
及
は
な
い
。

　

続
い
て
、
足
引
の
宮
が
殺
さ
れ
る
場
面
。
通
常
本
は
、
類
従
本
に
「
廿
日
ぢ

と
申
道
な
れ
ど
も
、
卅
日
と
申
に
は
お
と
に
き
く
か
ら
び
く
山
。
こ
ん
だ
う
が

み
ね
し
や
く
ま
く
の
岩
の
上
に
つ
き
給
ふ
」（
562
頁
下
）
と
あ
る
よ
う
に
、
本



『厳嶋御縁記』（架蔵Ｃ本）の本文について（妹尾） 36

十

来
の
行
程
よ
り
も
日
数
を
費
や
し
て
到
着
し
た
と
す
る
が
、
本
書
で
は
、「
廿

日
の
道
な
れ
と
も
十
五
日
を
へ
、
唐か
ら

ひ
く
仙せ
ん

金こ
ん

剛こ
ふ

か
嶺み
ね

尺
ま
く
岩い
は

屋
に
着
に
け

り
」（
21
ウ
〜
22
オ
）
と
あ
っ
て
、
逆
に
少
な
い
日
数
で
目
的
地
に
着
い
た
と

す
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
直
前
に
あ
る
「
心
あ
る
武
士
、
ま
き
と
申
所
よ
り

あ
や
し
き
駒こ
ま

を
求
め
、
乗の
せ

せ
参
ら
せ
急い
そ
き

く
程
に
」
と
い
う
記
述
に
よ
り
、
徒
歩

で
は
な
く
馬
に
乗
せ
た
た
め
に
速
く
進
ん
だ
と
い
う
文
脈
で
あ
ろ
う
。

　

武
士
が
足
引
の
宮
の
首
を
伐
と
う
と
す
る
と
、「
剱や
い
は

さ
ん
〳
〵
に
お
れ
た
り
」

と
な
る
（「
さ
ん
〳
〵
」
は
、
類
従
本
「
だ
ん
だ
ん
」
の
誤
写
で
あ
ろ
う
）。
そ

の
時
、
足
引
の
宮
は
武
士
た
ち
に
、

「
み
つ
か
ら
善
才
王
の
后き
さ
き

と
な
り
、西
城
国
に
て
二
年
、東
城
国
に
て
二
年
、

身
に
唯た
ゝ

な
ら
ぬ
一
天
の
御
子
懐た
い

内
に
や
と
ら
せ
玉
ふ
。
七
月
半
に
成
ぬ
れ

は
、
我
首
は
よ
も
切
ま
し
。
さ
れ
と
も
の
か
れ
ぬ
命
な
れ
は
、
暫
し
は
ら
く

暇い
と
ま

乞

得
さ
せ
よ
」（
22
オ
〜
22
ウ
）

と
言
っ
て
、
胎
内
の
子
に
語
り
か
け
、
王
子
を
産
み
落
と
す
。
出
産
後
の
足
引

の
宮
の
口
説
き
と
武
士
た
ち
の
言
祝
ぎ
は
詳
細
で
、な
か
な
か
感
動
的
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
足
引
の
宮
は
、「
自
も
最さ
い
こ後
の
置
み
や
け
せ
ん
」
と
言
っ
て
髪
を

七
房
に
結
び
分
け
、

「
一
ふ
さ
は
善
才
王
へ
御
か
た
み
、
一
房ふ
さ

は
西
城
国
の
父
大
王
、
一
房
は

御
母
公
、
一
房
は
王
子
、
一
房
は
未
來
の
み
や
け
、
ゑ
ん
ま
王
へ
参
ら
す

る
。
一
房
は
虎こ
ろ
ふ狼
・
狐き
つ
ね

・
狸た
ぬ
き

・
猪し
ゝ

・
鹿
、
諸
畜
類
に
ま
い
ら
す
る
。
孰
も

王
子
の
生
先
守
ら
せ
玉
へ
」（
25
オ
〜
25
ウ
）

と
形
見
に
残
す
の
で
あ
る
。七
房
の
う
ち
六
つ
し
か
献
上
先
が
書
か
れ
な
い
が
、

こ
の
箇
所
は
諸
本
と
も
異
同
が
多
く
、
完
全
な
形
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
後
、

足
引
の
宮
は
詠
歌
し
、
念
仏
を
唱
え
、
覚
悟
を
決
め
て
王
子
の
顔
を
見
る
。

す
る
と
、

弥み

陀た

の
利り
け
ん剱
や
太
刀
と
か
の
い
ま
つ
き
あ
へ
ぬ
其
内
に
、
御
首
は
前
に
落

に
け
り
。（
26
オ
）

と
、
剱
で
突
く
よ
り
前
に
足
引
の
宮
の
首
は
自
然
と
前
に
落
ち
た
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
箇
所
、
類
従
本
で
は
、「
も
の
ゝ
ふ
つ
る
ぎ
を
ぬ
き
持
て
。
御
う
し

ろ
に
ま
は
る
か
と
お
も
へ
ば
。
御
首
は
水
も
た
ま
ら
ず
前
の
岩
の
上
に
ぞ
お
ち

に
け
る
」（
564
頁
上
）
と
あ
り
、
白
峰
寺
本
で
は
、「
も
の
ゝ
ふ
、
つ
る
き
を
ぬ

ひ
て
、
御
う
し
ろ
に
た
ち
ま
は
れ
ば
、
御
く
ひ
は
、
ま
へ
に
、
お
ち
に
け
り
」

（
465
頁
）
と
あ
っ
て
、
と
も
に
刃
が
首
に
当
た
る
瞬
間
の
描
写
は
な
い
が
、
本

書
で
は
刃
が
当
た
ら
ぬ
前
に
首
が
落
ち
た
と
書
か
れ
て
い
て
、
足
引
の
宮
斬
殺

場
面
の
残
酷
さ
が
少
し
だ
け
和
ら
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

武
士
た
ち
は
足
引
の
宮
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
、
五
人
は
そ
の

場
で
髻
も
と
ど
りを

切
っ
て
出
家
、
一
人
は
宮
の
首
を
持
ち
帰
っ
て
后
た
ち
に
渡
し
、
そ

の
ま
ま
出
家
し
て
修
行
の
旅
に
出
る
。
こ
の
時
、
善
才
王
の
母
が
足
引
の
宮
の

首
を
貰
い
受
け
、
西
面
の
築
山
に
埋
め
て
供
養
す
る
。
一
方
、
后
た
ち
は
足
引

の
宮
が
こ
の
世
に
い
な
く
な
っ
た
こ
と
を
喜
び
、
大
は
し
ゃ
ぎ
で
あ
る
。

善せ
ん

才さ
い

王
の
母
に
は
、
姫
の
首
申
請
、
つ
ほ
に
納
め
、
此
西お
も

の
筑つ
き

山
に
う
つ

め
、
經
念
仏
お
こ
た
ら
す
、
作さ

善
供く
や
う養
を
な
し
玉
ふ
。
扨
、
千
人
の
后
達
、

足
引
の
宮
の
御
命
を
失
ひ
悦
事
限か
き
り
な
し
。「
善
才
王
還か
ん

御き
よ

な
ら
せ
給
は

は
、
誰
か
先
に
御
用
を
う
け
玉
ふ
へ
き
に
や
」。
我
先
へ
人
先
へ
、
我
も
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十
一

〳
〵
と
あ
ら
そ
ひ
け
り
。
と
か
く
鬮く
し

と
り
に
せ
ん
と
暫し
は
し

し
は
な
り
も
し
つ

ま
ら
す
。（
27
オ
〜
27
ウ
）

と
あ
っ
て
、
千
人
の
后
た
ち
が
善
才
王
帰
国
後
の
寵
愛
を
期
待
し
て
互
い
に
張

り
合
っ
て
い
る
さ
ま
が
描
か
れ
る
の
は
、
こ
の
人
々
が
善
才
王
の
后
た
ち
で
あ

る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
か
る
に
そ
の
中
に
、
父
東
善
王
の
后
の
一
人
で

あ
る
善
才
王
の
母
が
い
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
の
は
奇
妙
で
あ
る
。
こ
の
あ

た
り
、物
語
改
変
の
際
の
ほ
こ
ろ
び
が
現
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
と
思
う
。

　

こ
こ
で
、
通
常
本
に
は
、
類
従
本
に
、「
扨
大
王
へ
申
さ
れ
け
る
や
う
は
。

あ
し
び
き
の
み
や
は
あ
さ
か
山
が
子
を
う
み
給
ふ
と
て
。
な
ん
ざ
ん
し
て
し
な

せ
給
ふ
と
申
あ
げ
け
り
」（
564
頁
下
〜
565
頁
上
）
と
あ
る
よ
う
に
、
足
引
の
宮

は
浅
香
山
の
子
を
産
ん
だ
際
、
難
産
で
亡
く
な
っ
た
の
だ
と
后
た
ち
が
東
善
王

に
偽
り
の
報
告
を
す
る
記
述
が
あ
る
が
、
本
書
に
は
な
い
。
本
書
で
は
、
王
は

足
引
の
宮
の
死
を
知
ら
な
い
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

さ
て
、
伽
羅
比
丘
山
の
王
子
は
、
母
の
首
の
切
り
口
か
ら
出
る
甘
露
を
口
に

含
み
つ
つ
、山
の
守
護
神
の
加
護
に
よ
り
、畜
類
に
世
話
さ
れ
て
育
っ
て
い
た
。

扨
、
王
子
五
歳
に
成
玉
ふ
秋
の
こ
ろ
、
母
上
の
五こ
た
い躰
み
た
れ
、
御
骨こ
つ

も
ち

り
〳
〵
に
な
り
、
王
子
「
い
か
ゝ
せ
ん
」
と
な
け
か
れ
け
れ
は
、
岩
の
硲は
さ
ま

に
血
し
を
草
と
い
ふ
草
は
へ
り
。
此
草
の
露
を
ふ
く
み
玉
ふ
（
へ
カ
）

は
、
誠
に
か

ん
ろ
の
こ
と
く
、
な
き
跡
ま
て
は
親
の
育
や
し
な
い

と
は
懸
る
事
を
や
言
や
ら
ん
。

（
28
ウ
〜
29
オ
）

　

王
子
が
五
歳
の
時
に
母
の
五
体
が
乱
れ
た
と
い
う
の
は
諸
本
共
通
す
る
。
母

の
遺
体
か
ら
甘
露
を
得
ら
れ
な
く
な
っ
た
王
子
は
嘆
く
が
、
代
わ
り
に
「
血
し

を
草
と
い
ふ
草
」
が
生
え
て
、
そ
の
草
の
露
を
含
め
ば
甘
露
の
ご
と
く
で
あ
っ

た
と
い
う
。
通
常
本
は
こ
の
草
を
「
け
ん
さ
う
」
と
し
、「
其
草
を
わ
う
じ
き

こ
し
め
し
て
。
八
才
ま
で
す
ぎ
た
ま
ひ
け
る
」（
類
従
本
・
565
頁
下
）と
あ
る
が
、

本
書
に
は
八
歳
に
な
っ
た
と
い
う
記
述
は
な
い
。
そ
の
年
の
十
月
の
初
め
、
王

子
は
夢
に
母
の
姿
を
見
、「
六
才
に
な
り
玉
ふ
來
年
の
秋
の
比
、
御
父
善
才
王

此
山
ヘ
尋
ね
來
り
玉
ふ
へ
し
」（
29
ウ
〜
30
オ
）、
そ
の
時
誰す
い

何か

さ
れ
た
ら
自
ら

の
素
姓
を
答
え
よ
と
告
げ
ら
れ
る
。
六
歳
の
秋
に
父
善
才
王
が
帰
国
す
る
と
い

う
の
は
、
北
条
国
ま
で
の
行
程
が
片
道
六
年
と
い
う
本
書
の
設
定
に
符
合
し
て

い
る
。
片
道
十
二
年
と
す
る
通
常
本
に
は
、「
し
か
ら
ば
王
子
十
二
歳
と
申
秋

の
こ
ろ
。と
う
せ
う
国
の
御
父
ぜ
ん
ざ
い
わ
う
此
山
に
た
づ
ね
来
り
給
ふ
べ
し
」

（
類
従
本
・
566
頁
上
）
と
あ
る
。

　

母
の
夢
告
を
得
て
後
、
父
善
才
王
の
訪
れ
を
待
つ
王
子
の
様
子
を
描
く
文
章

は
本
書
特
有
の
も
の
だ
が
、
次
の
よ
う
に
詳
細
か
つ
感
動
的
で
あ
る
。

王
子
、
御
涙な
み
た

を
お
さ
へ
、
御
骨こ
つ

を
納お
さ
め

め
、
御
涙
と
共
に
念ね
ん

佛ふ
つ

の
御
聲こ
へ

さ
も

あ
わ
れ
な
る
御
有あ
り

様
、
諸
ち
く
る
い
も
感か
ん

る
い
を
流
し
、「
さ
も
御
し
ゆ

し
よ
う
」
と
も
い
わ
ん
計
り
に
ふ
し
し
つ
み
、
御
母
か
た
ち
く
つ
れ
玉
ひ

て
は
、
王
子
は
猶
も
御
さ
ひ
し
く
思
召
、
ち
く
類
も
か
ん
か
へ
奉
り
て
や
、

様
〳
〵
な
く
さ
め
奉
る
。
春
は
草
木
の
は
な
に
た
わ
む
れ
、
夏な
つ

は
谷た
に

へ
下

り
水み
す

に
あ
そ
ひ
、
秋あ
き

は
木こ

の
み
を
ひ
ろ
ひ
手
遊
ひ
に
、
冬ふ
ゆ

は
雪
・
玉
あ
ら

れ
、
四し

季き

色
〳
〵
に
な
く
さ
め
奉
る
。
人し
ん

倫り
ん

た
へ
た
る
山
林
な
れ
は
、
御

耳
に
ふ
る
ゝ
も
の
と
て
は
、
深し
ん

山
木
ふ
く
風
の
音
、
谷た
に

水み
す

の
音お
と

計は
か
り

に
て
、
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十
二

又
あ
る
時
は
諸し
よ
ち
く
る
い

畜
類
の
聲こ
へ

計は
か
り

に
て
そ
た
て
玉
ふ
。
日ひ
よ
り和
に
ま
か
せ
谷
を
こ

へ
、
嶺き
し

に
登
り
、
御
歩ほ
こ
ふ行

な
し
、
諸
畜
類
の
手
足
に
も
つ
れ
遊
玉
ふ
そ
あ

わ
れ
な
り
。（
30
ウ
〜
31
オ
）

　

翌
年
、「
か
く
て
、善ぜ
ん

才ざ
い

王
は
五
年
半
立
秋
の
比こ
ろ

、北ほ
く
し
よ
や
う城
国
よ
り
薬や
く

草そ
う

取
帰
り
、

宮
中
・
万は
ん

民み
ん

悦
よ
ろ
こ
ふ

事
限か
き
り

な
し
」（
31
ウ
）
と
な
る
。
通
常
本
で
は
、「
十
二
年
の

秋
の
こ
ろ
」（
類
従
本
・
566
頁
下
）
の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
通
常
本
で
は
、

帰
国
し
た
善
才
王
は
持
ち
帰
っ
た
薬
草
を
后
た
ち
に
渡
す
と
父
東
善
王
に
対
面

し
、
道
中
の
出
来
事
を
詳
し
く
報
告
す
る
。
そ
し
て
、

父
大
わ
う
聞
し
め
し
け
る
は
。
い
ま
だ
き
さ
き
の
事
を
ば
し
ろ
し
め
し
た

ま
は
ず
や
。
か
た
ら
ば
や
と
お
ぼ
し
め
し
け
れ
ど
も
。
余
り
い
た
は
し
さ

に
と
か
く
も
の
は
仰
ら
れ
ず
。
ぜ
ん
ざ
い
わ
う
は
我
が
御
な
げ
き
を
ば
露

ほ
ど
も
し
ろ
し
め
さ
れ
ず
。
父
大
わ
う
の
い
つ
し
か
十
二
年
の
間
に
。
く

ろ
か
り
し
御
ぐ
し
し
ろ
く
な
ら
せ
給
ふ
と
お
ぼ
し
め
し
か
な
し
み
給
ひ
て

（
類
従
本
・
567
頁
上
）

云
々
と
、
父
子
の
複
雑
な
心
中
が
語
ら
れ
る
の
だ
が
、
本
書
に
は
父
と
の
対
面

場
面
は
な
く
、
す
ぐ
に
足
引
の
宮
の
御
殿
に
向
か
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
荒
れ

果
て
た
廃
墟
と
な
っ
た
さ
ま
を
見
て
愕
然
と
す
る
の
で
あ
る
。「
是
は
い
か
な

る
事
や
ら
ん
」と
不
審
に
思
っ
て
い
る
と
、召
し
使
い
の
腰
元
が
一
人
現
れ
る
。

日
比
召
仕
の
腰こ
し

元も
と

壱
人
御
前
ヘ
出
申
上
し
や
う
は
、「
君
の
御
る
す
に
て
、

千
人
の
后
達
の
讒さ
ん

言け
ん

に
て
、
姫
君
殿
は
武
士
の
手
に
わ
た
り
、
か
く
（
ら
カ
）ひ
く

せ
ん
に
連つ
れ

行ゆ
き

、
彼か
の

山
に
て
王
子
御
誕た
ん
し
や
う生
、
姫
宮
は
御
命い
の
ち

を
失
な
ひ
給
ふ
と

う
け
た
ま
わ
り
、
王
子
様
は
御
盛せ
い

人し
ん

遊
は
し
候
や
」
と
、「
其
後
い
か
ゝ

の
御
様
子
う
け
た
ま（

マ
マ
）り
不
申
」
と
申
上
け
れ
は
、
善ぜ
ん

才
王
驚
お
と
ろ
き

か
せ
給
ひ
、

「
彼
山
ヘ
急
キ
、
姫
君
・
王
子
に
訪た
つ

ね
逢
ひ
、
再ふ
た
ゝ

ひ
内た
い
り裏

ヘ
帰
ら
し
」。
御

父
母
へ
御
い
と
ま
乞
も
い
そ
か
し
く
、
官か
ん

人
壱
人
も
連つ
れ

給
は
す
、
只
ひ
と

り
旅た
ひ

労つ
か
れ

も
其
儘
に
か
ら
ひ
く
せ
ん
へ
い
そ
き
玉
ふ
。（
32
オ
〜
33
オ
）

　

腰
元
の
話
を
聞
い
て
驚
い
た
善
才
王
は
、
取
る
物
も
取
り
あ
え
ず
伽
羅
比
丘

山
に
向
か
う
の
だ
が
、
な
ぜ
こ
の
腰
元
が
詳
し
い
事
情
を
知
っ
て
い
た
の
か
は

不
明
で
あ
る
。
類
従
本
で
は
、

そ
の
と
き
と
し
ご
ろ
つ
か
は
れ
申
た
る
女
ぼ
う
一
人
御
前
に
参
り
。
だ
（
マ
マ
）ゞ

な
く
よ
り
外
の
事
は
な
し
。
ぜ
ん
ざ
い
わ
う
扨
も
い
か
に
〳
〵
と
た
づ
ね

さ
せ
給
へ
ば
。
扨
も
君
御
出
の
後
に
。
い
く
ほ
ど
な
く
て
き
さ
き
み
や
は

む
じ
つ
の
と
が
を
ゆ
ひ
か
け
て
。
行
か
た
も
し
ら
ず
う
し
な
ひ
奉
る
と
申

け
れ
ば
。（
567
頁
上
〜
下
）

と
あ
っ
て
、
足
引
の
宮
の
消
息
に
つ
い
て
の
情
報
は
か
な
り
曖
昧
で
あ
る
が
、

こ
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
。
同
本
で
は
、
善
才
王
は
そ
の
後
「
と
き
わ
と
申
上
ら

う
」
に
会
い
、
あ
る
臣
下
の
進
言
に
従
っ
て
「
い〔

夕

告

鳥

〕

う
つ
げ
ど
り
の
う
ら
」
と
い

う
占
い
を
行
い
、
足
引
の
宮
の
行
方
に
つ
い
て
、「
恋
し
く
ば
西
を
た
づ
ね
て

廿
日
ゆ
け　

か
ば
ね
を
見
て
ぞ
子
に
は
あ
ふ
べ
し
」（
568
頁
上
）
と
い
う
告
げ

を
得
、
そ
こ
が
伽
羅
比
丘
山
と
知
っ
て
出
向
く
の
で
あ
る
が
、
本
書
で
は
腰
元

か
ら
伽
羅
比
丘
山
の
名
を
聞
い
た
た
め
一
目
散
に
出
か
け
て
行
く
の
で
あ
る
。

　

伽
羅
比
丘
山
に
着
い
た
善
才
王
は
、
金
剛
が
嶺
の
麓
で
、
老
木
の
蔭
で
夜
を

明
か
す
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
夢
を
見
る
。

比こ
ろ

は
七
月
廿
七
日
の
夜よ

を
凌し
の
き

玉
ふ
処
、
白
装し
よ
や
う
そ
く束

に
白
袴は
か
ま

・
白
絹き
ぬ

を
う
ち
か
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十
三

つ
き
た
る
女
、
露つ
ゆ

に
し
ほ
れ
て
來
り
け
る
。
善
才
王
絹き
ぬ

引
の
け
て
御
覧
す

れ
は
、
足
引
宮
に
て
お
は
し
ま
す
。（
33
オ
〜
33
ウ
）

　

夢
の
中
と
は
言
え
、
感
動
の
再
会
で
あ
っ
た
。
足
引
の
宮
は
こ
と
の
経
緯
を

詳
し
く
語
り
、「
泣
く
と
き
う
ら
み
、泣な
き

く
と
き
う
ら
み
な
」（
34
ウ
〜
35
オ
）く
。

善
才
王
が
「
は
や
王
子
に
尋た
つ

ね
あ
ひ
、
二
人
の
中
に
て
養よ
ふ

育い
く

し
楽
し
み
う
（
た
カ
）し

」

（
35
ウ
）
と
言
う
と
、
足
引
の
宮
は
、

「
さ
ほ
と
に
思
召
な
ら
は
、
是
よ
り
南
に
当
て
か
い
ら
い
こ
く
む
ろ
と
の

岩
屋
に
、
不
老ろ
う

仙せ
ん

人
と
て
老ろ
う

翁お
ふ

ま
し
ま
す
。
此
仙せ
ん

人
の
行き
や
う
ほ
う法
に
て
、
死
た

る
人
を
祈い
の
り

り
か
へ
し
そ
せ
い
さ
せ
給
ふ
と
う
け
た
ま
は
る
。
尋
ね
行
頼た
の
ま

せ

玉
は
ゝ
、
世
に
あ
る
事
も
有
へ
し
と
あ
れ
は
、
し
や
は
の
お
も
ひ
も
は
れ
、

修し
ゆ
ら羅
の
く
げ
ん
も
の
か
る
へ
し
。
我
か
骨こ
つ

あ
る
所と
こ
ろ

王
子
に
と
は
せ
玉
へ
。

お
も
ひ
置
事
更
に
な
し
。
こ
と
は
か
は
す
も
是
か
き
り
、
さ
ら
は
〳
〵
」

（
35
ウ
〜
36
オ
）

と
言
っ
て
、
か
き
消
す
よ
う
に
姿
を
消
し
た
。
翌
朝
、
善
才
王
は
幼
い
声
で
声

高
く
念
仏
を
唱
え
る
声
を
便
り
に
嶺
に
登
り
、
王
子
と
対
面
す
る
。
そ
の
時
の

王
子
の
様
子
は
、

五
六
歳
計
の
童と
う
し子
、
髪か
み

は
赤あ
か

く
惣そ
ふ

身し
ん

は
こ
け
に
染そ
み

、
見
苦く
る

敷し
く

風
情
に
て
、

諸
畜ち
く

類る
い

の
手
足
に
ま
と
ひ
、
か
き
を
手た
お
り折

て
遊
ひ
け
り
。（
36
ウ
〜
37
オ
）

と
描
か
れ
る
。通
常
本
で
は
王
子
誕
生
後
十
二
年
の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

と
し
の
ほ
と
、
十
二
三
は
か
り
な
る
、
お
さ
な
き
も
の
、
か
み
は
、
そ
ら

さ
ま
に
、
お
ひ
の
ほ
り
、
こ
け
む
し
た
る
、
木
の
葉
を
身
に
ま
と
ひ
て
、

こ
ら
う
や
か
ん
と
、
う
ち
つ
れ
て
あ
そ
ふ
（
白
峰
寺
本
・
470
頁
）

の
よ
う
に
描
か
れ
る
。
十
二
、三
歳
で
は
「
お
さ
な
き
も
の
」
と
言
う
に
は
違

和
感
が
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
か
、
類
従
本
で
は
、「
と
し
の
こ
ろ
七
ツ
八
ツ
ば

か
り
な
る
も
の
」（
569
頁
下
）
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
年
月
の
経
過
と
の
間
に

矛
盾
が
あ
る
。

　

本
書
に
は
、
こ
の
対
面
場
面
に
も
通
常
本
に
な
い
記
事
が
あ
る
。
ま
ず
、「
善

才
王
悦
ひ
、
御
名
を
改
め
、
千
王
大
子
と
名
附
玉
ふ
」（
38
ウ
）
と
あ
り
、
王

子
に
命
名
す
る
。
そ
し
て
、

山
の
守
護
神
へ
御
立
願
有
。
諸
畜ち
く

類る
い

へ
の
給
ふ
は
、「
今
ま
て
王
子
を
う

や
ま
ひ
介
抱
し
、
人
と
な
し
た
る
恩お
ん

報ほ
を

し
、
い
つ
の
世
に
か
報
す
へ
し
」

と
御
手
を
合
玉
ひ
け
り
。十
善
天
子
の
御
身
に
も
、子
故
に
禮れ
い
き儀

成
給
ふ
。

畜ち
く

類る
い

と
も
「
う
る
わ
し
く
ゑ
い
り
よ
」
と
や
思
ひ
け
ん
、
か
ん
る
い
き
も

に
め
い
し
、
頭か
し
ら

を
さ
け
尊そ
ん
き
や
う敬
す
る
そ
断
な
り
。（
38
ウ
〜
39
オ
）

と
あ
っ
て
、
山
の
守
護
神
に
願
を
立
て
、
王
子
を
養
育
し
た
畜
類
に
謝
意
を
表

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

大
子
つ
く
〳
〵
御
物も
の
か
た
り語
、
母
上
の
御
形
ち
崩
れ
給
ひ
、
物
淋さ
ひ

し
き
折
か
ら
、

烏か
ら
す

も
数あ
ま
た多
飛
來
、親
子
の
禮
を
お
も
ん
す
る
に
付
て
、「
父
恋こ
い

し
、母
恋
し
」

と
な
け
き
し
ほ
ひ
、「
う
た
ゝ
ね
に
母
上
ま
み
へ
給
ひ
、
母
御
物
語
に
父

母
の
御
名
も
う
け
た
ま
は
り
、
父
に
逢
奉
り
、
母
は
め
い
と
の
旅た
ひ

立た
ち

、『
母

の
御
顔か
ほ

見
覚
す
』
と
、『
父
上
も
ろ
と
も
母
の
御
姿
見
ま
ほ
し
く
そ
や
、

み
た
や
』
と
歎
と
も
、
逢あ
い

見
る
事
叶
わ
ぬ
は
、
か
ほ
と
に
母
か
縁ゑ
ん

な
く
は

何
と
て
腹は
ら

を
か
し
玉
ふ
そ
。
是
は
前
世
の
や
く
そ
く
や
」
と
、
も
た
へ
こ

か
れ
泣
給
ふ
稚を
さ
な

心
そ
あ
わ
れ
な
れ
。（
39
オ
〜
ウ
）
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十
四

と
、
王
子
の
心
中
の
吐
露
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
は
通
常
本
に
は
な
い
。

　

そ
し
て
、
善
才
王
は
、
亡
き
母
を
恋
し
が
っ
て
泣
く
王
子
に
、
夢
で
足
引
の

宮
が
告
げ
た
蘇
生
法
の
こ
と
を
語
る
。
父
子
と
も
に
足
引
の
宮
の
遺
骨
を
掘
り

出
し
て
「
か
い
ら
い
国
む
ろ
と
の
岩
屋
」
に
行
き
、
不
老
仙
人
に
会
っ
て
亡
き

足
引
の
宮
の
蘇
生
を
懇
願
す
る
。
仙
人
は
、「
六
年
成
は
四
十
二
日
祈
り
候
は
ね

は
本
の
人
に
は
成
か
た
し
」（
41
オ
）
と
言
い
つ
つ
、
蘇
生
の
法
を
始
め
る
。

通
常
本
で
は
足
引
の
宮
の
死
後
十
二
年
が
経
過
し
て
い
る
の
で
、
仙
人
は
「
扨

は
か
な
ひ
候
ま
じ
」（
類
従
本
・
570
頁
下
）
と
拒
絶
す
る
が
、
善
才
王
が
あ
ま

り
に
悲
し
む
の
で
、
蘇
生
ま
で
に
二
百
日
要
す
る
が
、
蘇
生
し
て
も
百
三
十
日

で
ま
た
乱
れ
る
、
そ
れ
で
も
よ
い
か
と
問
う
。
善
才
王
が
そ
れ
で
も
十
分
だ
と

言
う
の
で
、
仙
人
は
蘇
生
の
法
を
始
め
る
と
い
う
展
開
に
な
る
。

　

し
か
し
、
蘇
生
の
法
を
行
う
に
は
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
。
肝
心
の
首
の
骨

が
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、首
の
骨
を
求
め
て
東
城
国
ヘ
行
く
の
で
あ
る
が
、

本
書
の
記
事
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

太
子
宣の
た
も

ふ
は
、「
御
首
、
内た
い
り裏

母
后
の
元
に
あ
り
」。
善
才
王
せ
か
せ
玉
ひ
、

「
肝か
ん
に
や
う要
の
首
な
く
て
は
御
頼
む
な
し
か
ら
ん
。
是
よ
り
東
城
国
へ
は
遥
の

道
、
い
か
ゝ
せ
ん
」
と
あ
り
け
れ
は
、
法
力
自し
さ
い在
の
秘ひ
し
つ術
な
れ
は
、
太
子

を
美
し
き
鳥
に
乗
、
つ
は
さ
自
在
の
身
と
な
し
、
大
内
へ
飛
行
し
、
祖
父

君（
マ
マ
）善

王
に
御
對た
い

面め
ん

ま
し
ま
し
て
、
此
由
語
り
給
へ
は
、
不
審し
ん

成
儀
、
孫ま
こ

君

に
御
對
面
、「
姫
宮
流る
さ
い罪
な
る
に
、
死し
さ
い罪
に
誰た
れ

か
な
し
た
る
そ
。
急
度
沙さ

汰た

す
へ
し
」
と
、
顕
ら
か
な
る
御
不
機
け
ん
、
善
才
王
御
母
は
足
引
宮
の

御
首
を
ほ
り
出
し
、
絹
に
包
、
御
衣
に
そ
へ
孫
君
に
渡
し
玉
ふ
。
大（
マ
マ
）王

御

首
う
け
取
て
か
こ

（
マ
マ
）ら
い
国
に
帰
り
給
ふ
。（
41
ウ
〜
42
オ
）

　

首
は
内
裏
の
母
后
（
善
才
王
の
母
）
の
も
と
に
あ
る
と
王
子
が
言
う
（
な
ぜ

王
子
が
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
か
は
不
明
）
の
で
、
不
老
仙
人
は
王
子
を

美
し
い
鳥
に
乗
せ
た
。
王
子
は
自
在
に
飛
行
し
て
内
裏
に
行
き
、
東
善
王
に
対

面
、
事
情
を
話
す
と
、
王
は
初
め
て
后
た
ち
の
奸
計
を
知
っ
て
激
怒
。
善
才
王

の
母
后
は
埋
め
て
あ
っ
た
足
引
の
宮
の
首
を
掘
り
出
し
、
王
子
に
渡
す
。
す
ぐ

に
王
子
は
首
を
持
っ
て
か
い
ら
い
国
に
と
っ
て
返
す
。

　

こ
の
部
分
、
通
常
本
は
展
開
が
か
な
り
大
き
く
異
な
る
。
不
老
仙
人
は
王
子

に
剣
を
持
た
せ
て
東
城
国
に
遣
る
。王
子
は
東
善
王
に
対
面
し
て
事
情
を
話
す
。

其
時
わ
う
じ
も
た
せ
給
ふ
つ
る
ぎ
を
ぬ
き
。
誠
や
千
人
の
き
さ
き
だ
ち

は
。
み
な
〳
〵
お
や
の
か
た
き
な
り
と
て
。
か
の
つ
る
ぎ
を
う
ち
ふ
り
給

へ
ば
千
人
の
き
さ
き
だ
ち
の
く
び
一
ど
に
ば
ら
り
と
お
ち
に
け
り
。
そ
の

う
ち
一
人
の
く
び
お
ち
給
は
ず
。
是
は
ぜ
ん
ざ
い
わ
う
の
御
母
な
り
。（
類

従
本
・
571
頁
下
）

　

霊
剣
を
振
る
と
、
千
人
の
后
た
ち
の
首
が
一
度
に
落
ち
た
。
た
だ
し
、
善
才

王
の
母
后
だ
け
は
無
事
だ
っ
た
。
王
子
は
母
后
に
事
情
を
話
し
、
足
引
の
宮
の

骨
を
貰
い
受
け
る
と
い
う
展
開
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
千
人
の
后
た
ち
は
こ
こ

で
は
死
な
ず
、
後
に
「
役や
く

人に
ん

承
り
、
千
人
の
后
達
を
雜
人
原
決
断
所
へ
召
出
し
、

殺（
数
々
カ
）るの

考（
拷
問
カ
）門、

科
の
軽
重
を
た
ゝ
し
、
死
罪
・
流
罪
・
近
国
追
放
、
其
レ
〳
〵

に
御
裁
許
あ
り
。」（
45
オ
〜
ウ
）
と
あ
っ
て
、
軽
重
は
あ
る
も
の
の
厳
し
く
罰

せ
ら
れ
て
い
る
。

　

骨
が
揃
っ
た
た
め
蘇
生
の
法
は
成
功
し
、
四
十
二
日
後
に
そ
の
験
が
現
れ
、
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十
五

九
月
十
九
日
午
の
刻
に
足
引
の
宮
は
完
全
に
元
の
姿
に
蘇
っ
た
。「
御
親
子
三

人
御
悦
ひ
限か
き

り
な
し
」（
42
ウ
）
で
あ
る
。
通
常
本
で
は
二
百
日
か
か
る
の
で
、

事
は
簡
単
に
運
ば
な
い
。
待
ち
か
ね
た
善
才
王
は
、
百
九
十
七
日
目
に
上
の
絹

を
引
き
除
け
て
見
て
し
ま
う
が
、
足
引
の
宮
は
す
で
に
元
の
姿
に
な
っ
て
い
た

と
い
う
。

　

親
子
三
人
は
し
ば
ら
く
不
老
仙
人
の
も
と
で
生
活
の
手
伝
い
を
し
て
恩
を
報

じ
た
が
、
仙
人
は
「
治
世
の
い
と
な
み
有
へ
し
」（
43
ウ
）
と
言
っ
て
三
人
を

帰
ら
せ
る
に
あ
た
り
、鶴
亀
の
模
様
を
鋳
か
け
た
秘
蔵
の
鏡
二
面
を
取
り
出
し
、

一
面
を
足
引
の
宮
に
与
え
、
一
面
は
南
に
向
か
っ
て
虚
空
に
投
げ
る
。

「
返
て
も
内
裏
に
住
玉
へ（
き
カ
）な
ら
は
、
大
千
世
界
を
か
け
廻
り
、
此
鏡
の
あ

る
所
住
居
し
玉
へ
」。
遥
の
国
を
隔
て
南
膽
部
州
大
日
本
安あ

藝き

の
国
佐さ
に
し西

郡こ
を
り

と
う
か
け
の
里
に
と
ま
り
け
る
。
後
に
は
廻
り
逢
給
ふ
、
ふ
し
き
成
け

る
縁
な
り
。（
43
ウ
〜
44
オ
）

　

通
常
本
で
は
、
仙
人
は
三
本
の
剣
を
取
り
出
し
、「
此
け
ん
の
と
ゞ
ま
り
た

る
所
を
御
す
み
か
と
さ
だ
め
給
へ
」（
類
従
本
・
572
頁
上
）
と
言
っ
て
、
や
は

り
南
に
向
か
っ
て
投
げ
る
。
そ
の
剣
の
一
本
が
落
ち
た
「
し
や
が
ら
ひ
国
」
に

三
人
は
行
き
、
内
裏
を
作
っ
て
住
む
が
、
善
才
王
は
、「
き
さ
き
の
御
い
も
う

と
に
お
も
ひ
つ
き
給
ひ
て
。
も
と
の
き
さ
き
の
御
事
を
つ
ぎ
に
な
し
給
へ
ば
。

扨
も
き
さ
き
是
を
う
ら
み
給
ひ
て
。
か
ゝ
る
う
き
世
に
あ
れ
ば
こ
そ
と
思
召
。

又
と
ぶ
車
に
め
さ
れ
と
び
給
へ
ば
。
日
本
あ
き
つ
島
い
よ
の
国
い
し
づ
ち
の
み

ね
に
初
て
お
ち
つ
き
給
ふ
」（
類
従
本
・
572
頁
下
）
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、「
此

み
ね
に
は
も
と
は
い
わ
つ
か
さ
の
ご
ん
げ
ん
の
す
み
給
ふ
と
き
く
。
御
す
ま
ひ

は
あ
る
ま
じ
き
と
有
け
れ
ば
。
安
芸
の
さ
ゝ
い
の
郡
か
わ
ひ
村
と
云
所
に
お
ち

つ
き
給
ふ
」
と
な
る
。
そ
こ
で
足
引
の
宮
は
、
配
流
の
身
の
佐
伯
鞍
職
と
出
会

い
、
彼
の
案
内
で
「
く
ろ
ま
す
の
島
」
に
垂
迹
し
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
本
書
で
は
、
親
子
三
人
は
東
城
国
ヘ
帰
り
、
善
才
王
は
父
東
善
王

か
ら
位
を
譲
ら
れ
、
王
位
に
即
く
（
十
五
歳
で
即
位
し
た
と
い
う
当
初
の
記
述

と
は
矛
盾
す
る
）。
そ
し
て
、
仙
人
の
后
た
ち
の
処
罰
が
行
わ
れ
る
。
次
に
、

西
城
国
の
天
一
王
が
娘
足
引
の
宮
恋
し
さ
に
、
妻
子
と
も
ど
も
船
に
乗
っ
て
東

城
国
に
や
っ
て
来
る
。
足
引
の
宮
は
久
し
ぶ
り
に
父
母
と
再
会
を
果
た
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
善
才
王
は
父
母
と
と
も
に
渡
っ
て
来
た
足
引
の
宮
の
妹
「
玉
井

姫
」
と
深
い
仲
に
な
る
。
そ
れ
を
知
っ
た
足
引
の
宮
は
「
君
に
も
二
こ
ゝ
ろ
。

う
つ
ろ
ひ
安
キ
浮
世
や
」
と
嘆
き
、「
さ
れ
と
も
兎
か
く
此
国
の
住
居
よ
ろ
し
か

ら
ず
」
と
思
っ
て
、
善
才
王
に
勧
め
て
親
子
三
人
「
う
つ
ろ
舩
」
に
乗
っ
て
、

不
老
仙
人
が
投
げ
た
鏡
を
求
め
て
出
航
す
る
（
47
オ
）。
そ
し
て
、「
安
藝
の
国

と
う
か
け
の
里
」
で
「
佐
伯
何
か
し
藏
元
」
と
出
会
い
、
そ
こ
が
鏡
の
帰
着
点

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
そ
の
沖
の
島
に
落
ち
着
く
と
い
う
展
開
で
あ
る
（
47

ウ
〜
49
オ
）。

　

以
下
は
、
佐
伯
藏
元
の
素
姓
を
語
り
、
垂
迹
譚
や
祭
祀
の
由
来
な
ど
を
列
記

し
て
、厳
島
大
明
神
の
由
来
を
詳
述
し
、推
古
天
皇
の
宣
旨
で
終
わ
っ
て
い
る
。

本
書
が
、
基
本
的
な
筋
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
類
従
本
や
白
峰
寺
本
の
よ
う

な
通
常
の
流
布
本
系
の
本
と
は
か
な
り
大
き
な
本
文
異
同
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
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十
六

る
で
あ
ろ
う
。

三　

厳
島
神
社
蔵
本
と
の
関
係

　

本
書
の
よ
う
な
本
文
の
特
色
を
持
つ
伝
本
の
存
在
は
、
実
は
す
で
に
知
ら
れ

て
い
る
。
中
世
説
話
・
絵
巻
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
よ
っ
て
『
駒
沢
国
文
』
第
十
七
号

（
昭
和
五
十
五
年
三
月
）
に
全
文
翻
刻
さ
れ
て
い
る（
９
）厳

島
神
社
蔵
本
で
あ
る
。

同
翻
刻
の
〔
付
記
〕
に
、
丙
類
に
分
類
さ
れ
る
厳
島
神
社
蔵
本
の
本
文
上
の
特

徴
的
傾
向
が
次
の
よ
う
に
列
記
さ
れ
て
い
る
。

⑴
善
哉
王
が
姫
宮
を
娶
り
連
れ
返
（
マ
マ
）る

段
は
他
系
統
は
略
奪
婚
で
あ
る
が
、
丙

類
本
で
は
姫
宮
の
父
王
の
許
可
を
得
た
上
で
の
輿
入
れ
と
な
っ
て
い
る
。

⑵
処
刑
さ
れ
た
姫
宮
の
首
は
他
で
は
他
の
后
た
ち
に
汚
さ
れ
る
処
を
憐
れ
み

深
い
一
人
の
后
（
ま
た
は
母
后
）
が
埋
葬
す
る
。
丙
類
本
で
は
后
た
ち
皆

が
首
を
壺
に
入
れ
筑
地
に
埋
葬
す
る
。

⑶
姫
宮
の
非
法
の
処
刑
に
対
す
る
報
復
は
、
他
系
で
は
王
子
が
姫
宮
（
母
）

の
首
を
取
り
に
帰
っ
た
際
、
そ
の
場
で
悪
后
た
ち
を
首
斬
る
。
丙
類
で
は

詮
議
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
裁
断
を
下
す
と
す
る
。

⑷
王
・
王
子
・
蘇
生
し
た
姫
宮
が
去
る
時
、
上
人
か
ら
の
贈
り
物
は
他
系
で

は
剣
・
飛
車
等
だ
が
丙
類
本
は
二
面
の
鏡
の
み
、
ま
た
こ
れ
を
投
げ
た
行

方
も
他
系
は
竜
宮
・
釈
迦
羅
国
・
恩
賀
島
等
種
々
複
数
だ
が
、
丙
類
本
は

安
芸
国
佐
西
郡
と
か
け（
鳥
翔
）村
で
厳
島
社
殿
の
現
地
に
か
な
う（
も
っ

と
も
恩
賀
島
も
宮
島
の
こ
と
で
あ
る
が
範
囲
と
し
て
は
大
づ
か
み
で
あ

る
）

⑸
姫
宮
の
旅
立
ち
は
他
系
で
は
善
哉
王
に
背
か
れ
た
孤
独
・
悲
憤
に
よ
る
。

丙
類
本
は
そ
の
よ
う
な
仲
違
い
は
な
く
、姫
宮
・
王
・
王
子
共
に
旅
立
つ
。

⑹
佐
伯
蔵
本
が
鹿
を
射
て
流
罪
と
な
る
話
は
丙
類
本
（
及
び
乙
類
刊
本
）
に

は
な
い
。

⑺
そ
の
他
物
語
の
末
尾
部
分
に
は
諸
本
で
差
が
著
し
い
が
、
特
に
丙
類
で
は

清
盛
に
よ
る
社
殿
修
造
の
事
が
き
わ
め
て
簡
略
で
あ
る
。

　

以
上
の
七
点
を
列
記
し
た
上
で
、「
概
し
て
丙
類
本
は
こ
の
物
語
の
伝
説
的

生
々
し
さ
（
残
酷
・
不
倫
）
の
面
を
や
わ
ら
げ
て
書
く
特
色
が
見
出
さ
れ
る
」

と
総
括
さ
れ
て
い
る
。

　

⑵
を
除
い
て
本
書
も
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
⑵
の

箇
所
は
、
厳
島
神
社
本
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

扨
千
人
の
后
達
は
足
曳
の
宮
の
御
命
を
失
い
悦
事
限
り
な
し
。
夫
よ
り
御

首
を
壺ツ
ホ

に
納ヲ
サ
メ

北
山
築ツ
イ

地シ

の
後ウ
シ
ロ

に
密ヒ
ソ
カ

に
埋
置
け
る
時
に
善
才
王
還カ
エ
リ

御
な
ら
せ

玉
ふ
。「
誰タ
レ
ガ

か
先
き
に
御
用
を
受
給タ
マ

わ
る
へ
き
や
。
我
先
に
、」
と
争ア
ラ
ソ

ひ
け

る
。

　

確
か
に
后
た
ち
が
皆
で
足
引
の
宮
の
首
を
壺
に
入
れ
て
埋
め
た
よ
う
に
書
か

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
呼
応
し
て
、
王
子
が
后
の
首
の
骨
を
求
め
て
東
城
国
ヘ
来

た
時
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

扨
夫
よ
り
后
達
を
御
詮
義
有
て
隠
し
埋
置
た
る
首
を
堀ホ
リ

出イ
ダ

さ
せ
、
母
君
受

取
玉
ひ
絹
に
包
み
御
衣
を
添
、
孫
君
に
渡
し
玉
へ
ば
、
大（
子
脱
）御
首
を
受
取
か

い
ら
い
国
へ
帰
り
玉
ふ
。
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十
七

　

后
た
ち
を
詮
議
し
て
隠
し
埋
め
て
あ
っ
た
首
を
掘
り
出
さ
せ
た
と
い
う
の

で
、
先
の
記
述
と
齟
齬
は
な
い
が
、
掘
り
出
し
た
首
を
「
母
君
」
が
受
け
取
っ

て
絹
に
包
ん
で
「
孫
君
」
に
渡
し
た
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

善
才
王
の
母
后
は
自
分
も
一
緒
に
な
っ
て
隠
し
埋
め
た
首
を
受
け
取
り
、
孫
の

王
子
に
渡
す
役
を
つ
と
め
た
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
ど
う
も
判
然
と
し
な
い
。

し
か
る
に
、
本
書
で
は
、
首
を
埋
め
る
段
で
は
、
先
に
も
引
い
た
よ
う
に
、

善せ
ん

才さ
い

王
の
母
に
は
、
姫
の
首
申
請
、
つ
ほ
に
納
め
、
此
西お
も

の
筑つ
き

山
に
う
つ

め
、
經
念
仏
お
こ
た
ら
す
、
作さ

善
供く
や
う養
を
な
し
玉
ふ
。
扨
、
千
人
の
后
達
、

足
引
の
宮
の
御
命
を
失
ひ
悦
事
限か
き
り
な
し
。「
善
才
王
還か
ん

御き
よ

な
ら
せ
給
は

は
、
誰
か
先
に
御
用
を
う
け
玉
ふ
へ
き
に
や
」。
我
先
へ
人
先
へ
、
我
も

〳
〵
と
あ
ら
そ
ひ
け
り
。
と
か
く
鬮く
し

と
り
に
せ
ん
と
暫し
は
し

し
は
な
り
も
し
つ

ま
ら
す
。（
27
オ
〜
ウ
）

と
あ
っ
て
、
善
才
王
の
母
が
足
引
の
宮
の
首
を
貰
い
受
け
て
壺
に
納
め
て
築
山

に
埋
め
、
丁
重
に
供
養
し
て
い
る
。
そ
れ
を
よ
そ
に
后
た
ち
は
足
引
の
宮
を
亡

き
者
に
し
た
こ
と
を
喜
ん
で
大
は
し
ゃ
ぎ
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
王
子
に
首

を
求
め
ら
れ
た
際
に
は
、

善
才
王
御
母
は
足
引
宮
の
御
首
を
ほ
り
出
し
、
絹
に
包
、
御
衣
に
そ
へ
孫

君
に
渡
し
玉
ふ
。（
42
オ
）

と
、
自
ら
が
埋
め
た
首
を
自
分
で
掘
り
出
し
て
孫
君
に
渡
す
の
で
あ
る
。
こ
ち

ら
は
極
め
て
明
解
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、本
書
の
よ
う
な
形
が
本
来
な
の
だ
が
、

厳
島
神
社
本
は
転
写
の
過
程
で
何
ら
か
の
錯
誤
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。

　

本
書
と
厳
島
神
社
本
の
本
文
は
極
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で

は
あ
る
が
、
相
違
点
も
散
見
す
る
。
顕
著
な
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
る
。
○

印
が
本
書
、
→
の
下
が
厳
島
神
社
本
の
本
文
で
あ
る
。

○
《
増ま
す
か
ゝ
み鏡
か
け
み
る
か
ら
に
あ
こ
か
れ
て
我
身
は
空そ
ら

に
成
ぬ
へ
き
か
な
》（
７

オ
〜
ウ
）

　

→
ま
す
鏡カ
ヽ
ミ

ま
た
見
ぬ
君
の
情
こ
そ
前
世
よ
り
の
えエ

ん
に
な
る
ら
ん

○
一
ふ
さ
は
善
才
王
へ
御
か
た
み
、
一
房ふ
さ

は
西
城
国
の
父
大
王
、
一
房
は
御
母

公
、
一
房
は
王
子
、
一
房
は
未
來
の
み
や
け
、
ゑ
ん
ま
王
へ
参
ら
す
る
。
一

房
は
虎こ
ろ
ふ狼

・
狐き
つ
ね

・
狸た
ぬ
き

・
猪し
ゝ

・
鹿
、
諸
畜ち
く

類
に
ま
い
ら
す
る
。（
25
オ
〜
ウ
）

　

→
一
房
善
才
王
へ
参
ら
せ
ん
。
一
房
は
王
子
に
参
ら
せ
ん
。
一
房
は
西
城
国

の
御
父
大
王
へ
参
ら
せ
ん
。
一
房
は
此
山
の
守シ
ユ

護ゴ

神
へ
参
ら
せ
ん
。
一
房
は

虎コ

狼ロ
フ

野ヤ

干カ
ン

猪イ

鹿
も
ろ
〳
〵
の
畜チ
ク

類ル
イ

へ
参
ら
せ
ん
。

○
《
孤
し
子
に
た
つ
る
山
の
龍た
つ
た田

姫
秋
の
木こ
の
は葉

も
あ
ら
く
ち
ら
す
な
》

　

→
み
な
し
子
の
人
と
な
る
へ
き
情
を
は
岩
木
な
ら
さ
る
畜
類
も
知
れ

○
日
比
召
仕
の
腰こ
し

元も
と

壱
人
御
前
ヘ
出
申
上
し
や
う
は
（
32
オ
〜
ウ
）

　

→
日
比
召
仕
わ
れ
し
臣
壱
人
御
前
ヘ
参
り
申
け
る
は

○
安（
マ
マ
）〻

の
外
な
る
内た
い

裏り

の
大
変へ
ん

、
賤し
つ

の
女め

が
知
ら
せ
に
よ
つ
て
（
35
オ
）

　

→
案
の
外
な
る
内
裡
の
大
変
賤
の
男
が
し
ら
せ
に
依
て

○
う
つ
ろ
舩
に
飛
の
り
（
47
オ
）

　

→
う
つ
ぼ
船
に
飛
乗
り

○
推
古
天
皇
の
御
宇
、
ち
よ
く
が
ん
あ
れ
は
、
御
代
〳
〵
御
尊
敬
浅
か
ら
す
。

（
51
ウ
）
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十
八

　

→
ナ
シ

　

他
に
も
、
本
書
に
あ
っ
て
厳
島
神
社
本
に
な
く
、
厳
島
神
社
本
の
脱
落
で
は

な
い
か
と
疑
わ
れ
る
異
同
や
、
逆
に
本
書
の
脱
落
か
と
見
ら
れ
る
箇
所
を
厳
島

神
社
本
で
補
う
こ
と
が
で
き
る
相
違
も
そ
れ
ぞ
れ
何
箇
所
か
あ
る
が
、
紙
数
の

都
合
で
割
愛
す
る
。
最
後
に
記
し
て
お
く
べ
き
大
き
な
相
違
は
末
尾
に
あ
る
。

本
書
は
端
正
五
年
十
一
月
廿
三
日
付
け
の
「
推
古
天
皇
御
感
状
」
で
終
わ
っ
て

い
る
の
に
対
し
、
厳
島
神
社
本
は
、
そ
の
後
に
「
当
大
明
神
御
託
宮
（
宣
カ
）」

が
続
い

て
終
わ
っ
て
い
る
。
厳
島
神
社
本
の
増
補
で
あ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　

以
上
長
々
と
述
べ
た
ご
と
く
、
本
書
は
松
本
隆
信
氏
の
分
類
に
よ
る
Ｄ
系
統

に
属
す
る
新
出
本
と
し
て
、
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
厳
島
神
社
本
と
そ
れ
ぞ
れ

の
欠
を
補
い
合
い
な
が
ら
も
、
独
自
の
個
性
を
発
揮
し
て
い
る
伝
本
と
言
う
こ

と
が
で
き
る
。全
文
を
翻
刻
し
て
紹
介
す
る
意
義
な
し
と
し
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

厳
島
神
社
本
と
同
系
統
の
本
文
を
持
つ
本
と
し
て
、
宮
島
歴
史
民
俗
資
料
館

所
蔵
の
木
下
家
寄
託
本
の
存
在
も
知
ら
れ
て
お
り
、
両
本
間
の
本
文
異
同
も
一

部
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
調
査
の
機
会
が
得
ら
れ
れ
ば
木
下
本
の
本
文
と

本
書
お
よ
び
厳
島
神
社
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。

〔
注
〕

（
１
）
松
本
隆
信
氏
「
厳
島
の
本
地
」『
中
世
に
お
け
る
本
地
物
の
研
究
』

（
一
九
九
六
年　

汲
古
書
院
）
所
収
。

（
２
）
中
世
説
話
・
絵
巻
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
翻
刻 

い
つ
く
し
ま
本
地
（
慶
応
義
塾
図

書
館
蔵
）」『
駒
沢
国
文
』
第
十
五
号
（
昭
和
五
十
三
年
三
月
）。

（
３
）
白
石
一
美
氏
「
異
本
厳
島
の
御
本
地
『
宮
島
由
来
記
』
の
性
格
―
貞
和
・

元
和
両
本
混
淆
本
か
―
」『
宮
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
三
十
六
号
（
昭
和

四
十
九
年
九
月
）。

（
４
）
松
本
隆
信
氏
「
訂増 

室
町
時
代
物
語
類
現
存
本
簡
明
目
録
」『
御
伽
草
子
の

世
界
』（
奈
良
絵
本
国
際
研
究
会
編
、
一
九
八
二
年　

三
省
堂
）
所
収
。

（
５
）
山
手
賢
太
郎
氏
「「
厳
島
縁
起
」
諸
本
考
（
一
）
―
甲
系
統
諸
本
の
種
別
分

類
―
」『
う
ず
し
お
文
藻
』
第
十
六
号
（
平
成
十
三
年
三
月　

四
国
大
学
文

学
部
国
文
学
研
究
室
。
以
下
、
山
手
氏
の
説
は
す
べ
て
同
論
文
に
よ
る
。

（
６
）
本
書
本
文
の
引
用
は
、拙
稿
「
翻
刻
『
厳
嶋
御
縁
記
』（
架
蔵
Ｃ
本
）」『
厳

島
研
究
』
第
十
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

（
７
）
類
従
本
本
文
の
引
用
は
、『
続
群
書
類
従
』
第
参
輯
下
（
昭
和
七
年　

続

群
書
類
従
完
成
会
）
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

（
８
）
白
峰
寺
本
本
文
の
引
用
は
、『
厳
島
信
仰
事
典
』（
二
〇
〇
二
年　

戎
光

祥
出
版
）
所
収
「〈
翻
刻
・
現
代
語
訳
〉
い
つ
く
し
ま
」
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

（
９
）
中
世
説
話
・
絵
巻
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
翻
刻 

厳
島
御
縁
記
（
厳
島
神
社
蔵
）」『
駒
沢

国
文
』
第
十
七
号
（
昭
和
五
十
五
年
三
月
）。
厳
島
神
社
本
本
文
の
引
用
は

す
べ
て
同
翻
刻
に
よ
る
。
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On the Text of History of Itsukushima (Shelf C Manuscript)

Reading the Manuscript as a Text Syncretic with  
the Itsukushima Shrine Archives Manuscripts

Yoshinobu SENO

　　 This is a textual examination of a manuscript in the author’s possession titled History of 

Itsukushima [Itsukushima Goengi]. It is a distinctive volume, its text varying considerably from 

standard manuscripts of the general title History of Itsukushima [Itsukushima Engi], which recount 

the origin of the Itsukushima Shrine. Through a close reading of texts of relevant manuscripts, this 

article will both clarify the distinctiveness of this manuscript while also demonstrating how it 

belongs to the same category and bears a similar textuality as the manuscripts housed in the 

Itsukushima Shrine archives.




